
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営

　
　
　
　
　
　
　
近
世
に
お
げ
る
京
都
の
老
舗
の
家
訓
・
店
則
か
ら
見
て

　
　
　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
老
舗
の
家
訓
に
お
げ
る
剛
欲
の
戒
め

　
　
　
　
　
　
　
二
、
不
実
・
不
義
の
商
法
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
三
、
無
理
な
商
法
と
経
営
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
無
理
な
行
為
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
無
理
な
商
法
と
経
営
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
れ
　
か

　
　
　
　
　
　
　
四
、
己
に
克
つ
経
営
と
暮
し
を
守
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
五
、
知
足
・
分
限
の
経
営
と
暮
し
に
徹
す
べ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
知
足
の
暮
し
と
経
営
に
努
力
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
分
限
を
弁
え
た
暮
し
と
経
営
に
努
力
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
六
、
一
獲
千
金
の
商
法
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
一
獲
千
金
の
商
法
と
経
営
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
商
い
と
経
営
は
牛
の
挺
式
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）

足
　
立

政
　
男

（
一
八
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）

二
　
（
一
八
八
）

は
　
じ
　
め
　
に
．

　
老
舗
の
暖
簾
を
守
り
、
こ
れ
を
永
続
せ
し
め
、
発
展
せ
し
め
る
た
め
の
必
須
条
件
は
何
を
お
い
て
も
、
そ
の
家
業
経
営
の
在
り
方

が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
が
間
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
げ
に
老
舗
経
営
に
っ
い
て
は
、
家
訓
や
店
則
で
き
び
し
く
そ
の
在
り
方
を
規
定
し
、

そ
の
永
続
と
繁
栄
の
た
め
の
生
活
設
計
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
経
営
者
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
責
任
と
が
、
企
業
の
存
続
発
展
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
創
業
以
来
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
永
続
し
、
発
展
す
る
老
舗
は
数
少
な
い
し
、
決
し
て
そ
れ
は
安
易
な
道
で
は
あ
り
得
た
い
。

波
欄
万
丈
、
盛
衰
極
ま
り
た
い
実
業
界
に
あ
っ
て
、
家
業
を
守
り
、
事
業
を
守
り
、
そ
の
暖
簾
を
守
り
抜
い
て
幾
世
紀
、
そ
の
問
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
し
び

き
び
し
い
風
雪
に
も
堪
え
、
家
業
や
事
業
の
灯
火
を
消
さ
な
い
で
今
日
に
及
ん
で
い
る
の
は
、
一
家
一
門
の
総
力
を
あ
げ
て
、
商
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

の
戦
場
で
必
死
の
戦
い
を
っ
づ
け
、
勝
ち
抜
い
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
老
舗
の
家
訓
に
も
「
夫
れ
家
を
起
す
も
崩
す
も
皆
子
孫
の
心

得
ば
か
り
た
り
」
と
い
う
訓
え
が
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
心
学
の
創
始
者
石
田
梅
岩
は
、
　
「
我
が
家
の
業
を
習
う

は
人
の
常
た
り
…
…
家
業
の
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
何
を
以
っ
て
商
売
取
り
っ
ぎ
、
家
を
立
っ
べ
き
」
と
述
べ
、
　
「
汝
今
安
楽
に
暮
す

　
　
　
（
お
蔭
）

は
家
業
の
影
に
あ
ら
ず
や
」
、
「
職
分
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
禽
獣
に
も
劣
れ
り
…
…
商
人
と
て
も
吾
が
職
分
は
知
ら
ず
ば
先
祖
よ
り
譲

ら
れ
し
家
を
亡
ぼ
す
に
近
か
る
べ
し
」
と
述
べ
、
経
営
者
の
在
り
方
と
そ
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
老
舗
経
営
の
明
暗
は
、
か
か
っ
て
経
営
者
の
手
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
げ
に
経
営
者
は
そ
の
経
営
の
手
法
を
誤
っ
て
は
な

ら
た
い
。
そ
の
経
営
の
手
法
を
誤
っ
た
ば
か
り
に
、
折
角
の
祖
先
の
遺
業
を
減
ぼ
し
、
う
た
か
た
の
如
く
は
か
な
く
消
え
て
行
く
商

家
や
企
業
家
が
如
何
に
多
い
か
は
、
毎
目
の
新
聞
紙
上
の
報
道
だ
げ
で
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
程
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
倒
産



悲
劇
の
結
果
論
的
論
評
は
、
大
て
い
が
経
営
の
放
漫
　
　
利
欲
に
迷
っ
た
　
　
経
営
の
無
理
な
在
り
方
が
問
趣
に
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
欲
に
目
が
く
ら
ん
だ
無
理
な
経
営
が
家
業
や
事
業
の
減
亡
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　
私
は
か
か
る
意
味
で
、
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
永
続
し
、
今
な
お
繁
栄
し
て
い
る
京
都
に
お
け
る
老
舗
の
永
続
と
繁
栄
の
秘
法
と

な
っ
た
「
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
」
を
家
訓
と
店
則
の
中
か
ら
摘
出
し
て
こ
れ
を
明
確
に
し
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
家
業
や
事

業
・
企
業
の
経
営
者
に
と
っ
で
、
多
少
な
り
と
も
羅
針
盤
的
役
割
を
果
し
得
る
な
ら
ぼ
望
外
の
幸
甚
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
　
老
舗
の
家
訓
に
お
げ
る
剛
欲
の
戒
埠

　
「
朝
起
　
五
両
、
家
職
　
二
十
両
、
夜
詰
　
八
両
、
始
末
　
十
両
、
達
者
　
七
両
」

　
こ
れ
は
井
原
西
鶴
が
「
日
本
永
代
蔵
」
に
書
い
た
貧
乏
病
治
療
の
長
者
丸
の
処
方
塞
で
あ
る
が
、
心
学
者
、
脇
坂
義
堂
は
さ
ら
に

こ
の
長
者
丸
に
ま
ね
て
一
、
身
代
改
正
後
の
養
生
補
薬
」
と
し
て
次
の
五
薬
と
五
毒
物
を
あ
げ
て
い
る
、

　
「
○
家
業
出
精
　
○
知
足
　
○
倹
約
　
○
堪
忍
　
○
身
養
生

　
右
五
味
は
い
っ
に
て
も
正
直
を
は
な
さ
ず
、
加
へ
て
片
時
も
忘
れ
ず
服
用
あ
ら
ば
、
身
も
家
も
安
全
に
て
、
子
孫
永
ヵ
安
楽
な
る

べ
し
、

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
禁
物
　
○
不
実
○
剛
欲
　
○
酒
色
　
○
朝
寝
　
○
家
内
不
和
合

　
右
五
品
は
、
か
り
に
も
喰
ひ
合
す
事
あ
る
べ
か
ら
ず
、
家
を
修
め
る
の
大
毒
物
な
り
、
恐
れ
て
も
、
な
お
恐
る
べ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
す
な
わ
ち
、
身
代
を
潰
す
五
っ
の
毒
物
の
う
ち
、
二
っ
ま
で
が
不
実
と
剛
欲
に
な
っ
て
い
る
。
如
何
に
渡
世
上
、
剛
欲
と
い
う
欲

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
一
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
箪
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
一
九
〇
）

深
い
こ
と
が
大
毒
物
で
あ
る
か
は
こ
の
教
訓
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
か
か
る
身
代
維
持
の
上
か
ら
も
、
又
家
を
治
め
る
上
か
ら
も
大
毒
物
で
あ
る
剛
欲
に
つ
い
て
は
、
京
都
の
老
舗
に
お
げ
る
家
訓
に

お
い
て
も
、
何
れ
も
き
び
し
く
訓
戒
し
、
排
斥
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
向
井
家
「
家
内
諭
示
記
」
に
は
、

　
「
父
ハ
厳
ナ
リ
、
母
ハ
慈
ナ
リ
ト
云
、
凶
年
ハ
父
ノ
怒
リ
、
豊
年
ハ
母
ノ
慈
悲
ト
云
、
是
レ
何
レ
モ
慈
悲
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
已
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

行
跡
二
因
テ
怒
ヲ
大
イ
ニ
受
ル
モ
ア
リ
、
慈
悲
ヲ
大
イ
ニ
蒙
ル
モ
ア
リ
、
慎
ム
ベ
キ
ニ
ア
リ
、
著
リ
、
放
蕩
、
馬
鹿
、
貧
欲
、
慢
心

ハ
五
ツ
ノ
凶
、
五
凶
ヲ
犯
ス
者
ハ
己
ノ
身
二
害
ヲ
受
ケ
家
ヲ
亡
ス
、
慎
ム
ベ
キ
ナ
リ
」

　
　
　
　
、
　
　
、

と
述
べ
、
貧
欲
を
渡
世
上
に
お
げ
る
凶
悪
物
の
一
っ
に
あ
げ
て
い
る
。
た
お
、
著
り
、
放
蕩
も
人
間
欲
望
に
源
を
発
し
て
い
る
も
の

と
見
れ
ば
、
五
凶
の
う
ち
三
凶
ま
で
が
剛
欲
の
悪
徳
か
ら
生
れ
出
て
い
る
と
杢
言
え
る
。

　
更
に
同
書
に
は
、

　
「
正
直
ニ
シ
テ
家
業
二
精
ヲ
出
シ
、
金
銀
ヲ
溜
テ
ハ
貧
シ
キ
人
ヲ
助
カ
シ
、
其
家
二
従
フ
因
縁
有
ル
者
ヲ
取
立
テ
、
又
ハ
高
貴
ノ

人
モ
金
銀
二
乏
シ
キ
方
ハ
、
其
筋
二
依
テ
用
達
シ
参
ラ
ス
レ
バ
誠
二
一
生
ノ
規
模
是
二
過
グ
ベ
カ
ラ
ズ
、
然
ル
ヲ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎

吾
ガ
為
、
又
ハ
子
孫
ノ
為
ト
ノ
、
・
・
心
得
、
他
人
ハ
イ
カ
ナ
ル
難
儀
苦
シ
ミ
有
テ
モ
見
向
キ
モ
ヤ
ラ
ズ
、
強
欲
無
道
ニ
シ
テ
、
人
ノ
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ト
イ
フ
事
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
、
オ
ノ
ズ
カ
ラ
恨
ミ
ソ
ネ
ミ
ヲ
受
ケ
テ
、
カ
ナ
ラ
ズ
子
孫
相
続
セ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
チ
ナ
ガ

　
「
凶
暴
ナ
ル
者
ハ
必
ズ
亡
ブ
、
仁
慈
ナ
ル
者
ハ
寿
シ
」

と
教
訓
し
、
強
欲
無
道
た
る
者
は
自
然
と
人
の
恨
み
を
買
い
、
子
孫
を
亡
ぽ
す
に
至
る
と
戒
め
て
い
る
。
た
お
又
、

　
「
騎
リ
利
欲
ヲ
慎
ム
ベ
シ
、
財
多
キ
ヲ
求
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
財
多
ケ
レ
バ
反
ツ
テ
害
生
ズ
」



と
、
利
欲
を
慎
む
べ
き
こ
と
を
説
き
、

　
「
上
ミ
レ
バ
　
望
ム
事
ノ
ミ
多
カ
リ
キ
笠
キ
テ
暮
セ
　
己
ガ
心
二
」

と
、
欲
深
い
剛
欲
の
渡
世
を
戒
め
、
欲
望
に
限
り
の
な
い
こ
と
を
諭
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
宇
佐
美
松
鶴
堂
の
家
訓
に
は

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
「
好
物
、
よ
く
に
は
次
れ
よ
」

と
、
ま
こ
と
に
簡
単
で
は
あ
る
が
、
欲
望
か
ら
離
脱
す
べ
し
と
教
訓
し
て
い
る
。

　
「
五
用
心
草
」
に
、

　
「
さ
て
又
第
一
番
に
用
心
す
べ
き
は
欲
と
い
ふ
火
の
元
な
り
Ｃ
こ
の
火
盛
な
る
こ
と
、
身
も
家
も
焼
き
人
を
も
炎
に
お
と
し
入

る
」と

・
人
と
し
て
・
無
楽
に
渡
世
す
る
上
で
用
心
す
べ
き
第
一
番
の
も
の
と
し
て
「
欲
と
い
ふ
火
の
元
な
り
」
と
し
、
こ
れ
に
用
心
し

な
い
も
の
は
「
身
も
家
も
焼
き
、
人
を
も
炎
に
お
と
し
入
れ
る
」
も
の
と
し
て
い
る
ｃ

　
ま
こ
と
に
渡
世
上
恐
る
べ
き
は
「
欲
」
殊
に
「
剛
欲
」
　
「
貧
欲
」
と
い
う
悪
徳
、
凶
徳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ざ
　
い
　
が
与
、
一

　
人
も
貧
欲
に
た
れ
ぼ
、
　
「
千
笛
の
宝
も
無
き
が
如
し
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
く
ら
財
宝
が
あ
っ
て
も
「
有
財
寵
」
と
よ

ば
れ
、
心
貧
し
き
「
貧
乏
人
」
と
何
等
変
ら
な
い
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
バ
グ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
貧
欲
に
負
げ
た
博
突
の
大
害
を
説
い
た
「
家
訓
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
ク
サ
　
　
｛
、
り
ナ

　
　
「
夫
レ
博
突
ハ
天
下
ノ
禁
制
、
賊
二
等
シ
キ
悪
党
ナ
リ
。
博
突
ヲ
慰
ミ
ト
仮
名
ヲ
ト
ナ
ヘ
、
遊
玩
ニ
マ
ギ
レ
、
一
度
其
ノ
門
二
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
サ

レ
バ
・
ヲ
ノ
ズ
カ
ラ
遊
玩
ニ
ア
ラ
ズ
、
印
然
一
一
朴
飲
ト
六
ヅ
、
カ
チ
テ
止
マ
ズ
、
マ
ケ
テ
止
マ
ズ
、
カ
チ
遂
ル
者
ハ
ナ
ツ
、
マ
ケ
累

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
是
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
一
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
窮
二
十
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
一
九
二
）

ナ
リ
、
終
二
身
モ
家
モ
亡
ス
。
戒
ム
ベ
シ
、
慎
ム
ベ
キ
ニ
ア
リ
」

　
す
た
わ
ち
、
博
突
は
利
欲
よ
り
発
し
、
そ
の
利
欲
の
た
め
に
身
も
家
も
減
亡
に
導
く
に
至
る
と
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
・

奉
公
人
が
こ
の
利
欲
に
負
げ
て
不
奉
公
に
書
、
不
忠
不
孝
の
結
果
に
な
る
こ
と
を
注
意
し
た
「
家
聾
と
し
て
・
次
の
訓
察

あ
る
。

　
　
「
家
内
ノ
人
ハ
其
ノ
身
ハ
勿
論
、
親
ノ
心
何
ヲ
願
ヒ
奉
公
二
出
シ
侯
哉
、
首
尾
能
ク
相
勤
メ
、
相
応
ノ
商
ニ
モ
本
ヅ
キ
、
末
繁
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎

ヲ
祈
ル
事
ナ
リ
、
然
ル
ニ
人
欲
二
引
カ
レ
不
奉
公
ヲ
致
シ
、
親
請
人
二
難
儀
ヲ
掛
ケ
侯
事
、
不
孝
ト
ヤ
日
ハ
ソ
、
不
忠
ト
ヤ
目
ハ
ソ
・

是
レ
第
一
二
慎
ム
ベ
キ
事
ナ
リ
」

と
述
べ
、
　
「
人
欲
二
引
ヵ
レ
」
て
不
奉
公
者
と
な
り
、
保
証
人
に
も
迷
惑
、
難
儀
を
か
げ
、
親
に
は
不
孝
の
子
と
な
り
、
主
人
に
は

不
忠
の
も
の
と
な
る
と
、
剛
欲
の
罪
と
大
害
を
教
訓
し
て
い
る
。

　
「
人
命
ノ
長
短
ハ
過
去
ノ
因
果
ニ
ア
リ
、
又
已
ノ
行
ヒ
ニ
モ
ヨ
ル
」
　
「
長
命
－
ハ
宵
寝
朝
起
キ
信
心
ト
、
食
ノ
心
得
・
食
ヲ
ヒ
カ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
ロ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

テ
食
二
飽
ク
、
身
ノ
サ
イ
ハ
イ
ヲ
悦
ビ
テ
、
飢
二
苦
ツ
ム
人
ヲ
ア
ハ
レ
メ
」

　
す
な
わ
ち
、
剛
欲
、
無
理
、
非
道
を
排
し
、
自
分
の
幸
せ
を
心
よ
り
悟
っ
て
悦
び
、
飢
寒
に
苦
し
む
人
に
慈
悲
一
慈
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
よ
と
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
矢
谷
家
の
「
家
訓
」
に
は
、

　
「
常
に
心
懸
陰
徳
を
積
む
べ
し
、
陰
徳
と
は
善
時
を
な
し
て
其
善
を
人
の
知
ら
ん
泰
を
求
め
ざ
る
を
陰
徳
と
い
う
・
貧
窮
を
救
ひ
・

飢
寒
を
憐
れ
み
、
老
人
を
助
げ
、
病
人
を
い
た
わ
り
、
生
あ
る
物
を
殺
さ
ず
、
凧
ビ
慈
悲
を
心
の
根
と
す
れ
ば
・
自
然
に
天
道
の
冥

加
に
叶
て
家
長
久
な
る
べ
し
」



　
「
金
媒
を
子
孫
に
多
く
筏
し
ケ
ヘ
ん
よ
り
、
財
を
す
て
、
広
く
善
芥
を
行
ひ
、
陰
徳
を
稜
置
く
べ
し
、
共
徳
子
孫
に
め
ぐ
り
て
子

孫
の
幸
と
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎

と
教
訓
し
、
剛
欲
に
溺
れ
て
陰
悪
を
作
ら
な
い
よ
う
に
心
が
げ
、
陰
徳
を
秩
ん
で
万
事
に
慈
愛
深
く
あ
れ
、
さ
す
れ
ぼ
「
天
道
の
冥

加
に
叶
て
家
長
久
た
る
べ
し
」
と
戒
め
て
い
る
。
剛
欲
に
溺
れ
て
金
銭
を
子
孫
に
た
と
え
残
し
た
と
し
て
も
、
先
祖
に
剛
欲
、
非
道

の
陰
悪
あ
れ
ば
必
ず
そ
の
報
い
で
子
孫
は
亡
ぶ
も
の
で
あ
る
。
ま
二
と
に
心
す
べ
、
き
は
「
陰
徳
を
積
置
く
」
こ
と
で
あ
り
、
　
「
積
善

の
家
に
余
愛
あ
り
「
一
と
い
う
事
を
忘
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
、
一
も
し
子
孫
の
長
久
を
希
う
な
ら
ぼ
、
そ
れ
は
金
銭
で
も
な
け
れ
ぼ
財
宝
で

も
な
い
、
又
、
天
理
に
背
く
剛
欲
、
非
道
の
行
為
は
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
。
天
道
の
冥
加
に
叶
っ
た
陰
徳
を
子
孫
に
遺
し
て
置
く

こ
と
が
第
一
番
で
あ
る
。

　
「
積
金
ソ
遺
子
孫
、
子
孫
未
必
守
、
積
書
以
遺
子
孫
、
子
孫
未
必
読
、
不
如
積
陰
徳
、
冥
々
之
中
以
為
子
孫
長
久
之
計
、
此
聖
賢

　
　
　
　
　
　
（
７
）

笹
言
後
人
之
亀
鑑
」

と
あ
る
が
、
全
く
こ
の
通
り
で
あ
る
。
剛
欲
に
迷
わ
さ
れ
、
心
が
暗
く
な
っ
て
子
孫
に
災
禍
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

白
分
さ
え
よ
け
れ
は
　
　
こ
れ
は
人
生
の
大
き
な
オ
ト
シ
穴
て
あ
る
。
こ
の
オ
ト
ッ
穴
に
落
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
　
（
２
）
　
宇
佐
美
松
鶴
堂
蔵
「
家
訓
」

　
　
（
３
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
　
（
４
）
　
矢
代
仁
兵
衛
家
蔵
「
定
メ
」

　
　
（
５
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
一
九
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）

（
６
）
　
矢
谷
家
蔵
「
家
訓
」

（
７
）
　
西
尾
家
蔵
「
家
訓
」
（
伊
藤
仁
斉
書
　
元
禄
六
年
）

八
　
（
一
九
四
）

二
　
不
実
・
不
義
の
商
法
を
排
す

　
「
心
だ
に
誠
の
道
に
か
な
ひ
な
ば
　
祈
ら
ず
と
て
も
神
や
ま
も
ら
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
金
銀
財
宝
は
あ
く
ま
で
も
生
活
の
一
手
段
で
あ
っ
て
、
真
に
貴
い
も
の
は
人
の
心
の
正
し
い
在
り
方
で
あ
り
、
誠
実
な
心
で
あ
る
。

勤
倹
貨
殖
も
そ
れ
の
み
で
あ
れ
ぱ
、
貧
欲
に
な
っ
て
天
理
に
背
き
、
道
義
を
ふ
み
は
ず
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
こ
と
わ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
く

　
江
戸
時
代
の
諺
に
「
商
人
と
屏
風
は
直
に
て
は
立
た
ず
」
と
あ
り
、
「
ウ
ソ
も
元
手
の
う
ち
」
、
「
商
人
の
ウ
ソ
は
神
も
お
許
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
さ
ぼ

「
商
人
は
ウ
ソ
で
固
ま
る
」
、
「
商
人
は
木
の
葉
も
錦
に
飾
る
」
と
い
わ
れ
、
商
人
が
不
正
な
手
段
で
利
益
を
貧
る
こ
と
を
あ
た
り
ま

え
の
よ
う
に
考
え
、
こ
れ
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
考
え
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
な
る
誤
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
け

　
「
手
黒
の
商
売
」
は
一
時
的
に
繁
昌
し
て
も
永
続
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
い
っ
か
は
「
化
の
皮
」
が
あ
ら
わ
れ
、
顧
客
の
信
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
り

を
失
う
に
至
る
。
．
家
業
の
永
続
と
繁
昌
を
希
う
な
ら
ぼ
誠
実
な
商
い
を
し
て
、
不
実
・
不
義
の
利
益
を
と
っ
て
は
た
ら
た
い
。
　
「
秤

の
目
を
盗
む
と
已
が
目
が
腐
る
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
大
事
な
か
け
が
え
の
な
い
「
の
れ
ん
」
に
傷
を
っ
げ
、
遂
に
家
を
滅
ぽ
し
、

愛
す
べ
き
子
孫
を
滅
す
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

　
石
門
心
学
の
創
始
者
石
田
梅
岩
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
あ
わ
せ
　
　
　
あ
き
な
い

　
「
売
り
て
の
仕
合
は
せ
、
買
ひ
て
の
幸
こ
そ
交
易
の
本
意
」
、
「
道
に
背
い
た
才
智
発
明
、
逆
な
ら
ぬ
金
銀
は
皆
非
」
な
り
と
し
て
、

商
業
の
本
義
を
と
き
、
道
に
は
ず
れ
た
金
銀
は
い
く
ら
蓄
積
し
、
儲
げ
て
も
、
そ
れ
は
問
違
っ
て
い
る
と
し
て
排
斥
し
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
め
る

　
　
「
農
工
商
に
て
は
、
他
人
の
物
は
云
に
及
ば
ず
、
親
兄
弟
の
物
に
て
も
毛
筋
ほ
ど
も
損
心
有
る
者
は
不
義
者
な
り
、
他
人
に
隠
す

　
　
　
　
　
　
　
た
と
　
い

こ
と
を
す
る
者
は
仮
令
一
銀
、
二
銭
、
五
厘
、
一
厘
の
こ
と
に
て
も
不
義
の
類
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
す
べ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
｛

　
　
「
欲
心
勝
て
、
百
目
の
所
が
灘
れ
が
た
き
が
浄
へ
に
、
不
義
の
金
を
設
げ
、
可
愛
子
孫
の
絶
へ
亡
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
は
衷
し
き

こ
と
に
あ
ら
ず
や
」

と
述
べ
て
、
家
の
永
久
相
続
の
た
め
に
は
、
不
実
・
不
義
の
利
欲
を
き
び
し
く
非
難
し
「
毛
筋
ほ
ど
」
、
「
五
厘
、
一
厘
」
と
い
え
ど

も
不
義
の
物
、
不
実
の
金
を
と
っ
て
も
そ
れ
は
遭
に
は
ず
れ
た
不
義
者
で
あ
る
と
き
び
し
く
排
斥
し
、
そ
の
利
欲
に
負
げ
た
不
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

金
が
愛
す
べ
き
子
孫
の
減
亡
に
っ
な
が
る
こ
と
を
気
付
か
な
い
こ
と
は
誠
に
哀
し
い
こ
と
で
あ
る
と
歎
い
て
い
る
。

　
吏
に
梅
岩
は
、

　
　
ム
」
と

　
「
警
へ
ぼ
一
升
の
水
に
油
一
滴
入
る
時
は
、
其
一
升
の
水
一
面
油
の
如
く
見
ゆ
、
此
を
以
、
此
水
用
に
た
た
ず
。
売
買
の
利
も
妖

“
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
け
ま
し

是
、
百
目
の
不
義
の
金
が
、
九
百
目
の
金
を
皆
不
義
の
金
に
す
る
な
り
、
百
目
の
不
義
の
金
を
設
増
、
九
百
目
の
金
を
不
義
の
金
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く

な
す
は
、
油
一
滴
に
よ
り
て
、
一
升
の
水
を
捨
る
如
く
に
子
孫
の
亡
び
往
こ
と
を
知
ら
ざ
る
者
多
し
」

と
教
訓
し
、
不
実
．
不
義
の
僅
か
な
金
儲
け
が
、
全
部
の
大
金
を
、
皆
不
義
不
正
の
金
に
し
て
世
の
非
難
と
攻
撃
の
航
に
し
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
た
め
に
家
業
の
存
続
を
不
可
能
に
し
、
子
孫
繁
昌
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
不
実
・
不
義
の
利
欲
に
負
け

た
金
儲
げ
は
決
し
て
な
す
べ
き
で
な
い
と
戒
し
め
て
い
る
。

　
勿
論
、
梅
岩
は
、
商
人
が
売
利
を
得
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
が
商
人
の
道
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
、

不
義
不
正
の
売
利
を
貧
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
、
－
‘

　
一
、
売
利
を
得
る
は
商
人
の
道
な
り
、
元
銀
に
売
る
を
道
と
い
ふ
こ
と
を
聞
か
ず
、
売
利
を
欲
と
云
ひ
て
道
に
あ
ら
ず
と
い
は
父
、

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
続
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
一
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
塘
二
十
四
巻
・
常
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
（
一
九
六
）

先
ず
孔
子
の
子
貢
を
何
と
て
御
弟
子
に
な
さ
れ
候
や
。
子
貢
は
孔
子
の
道
を
以
て
売
買
の
上
に
用
ひ
ら
れ
た
り
。
子
貢
も
売
買
の
利

無
く
ぼ
富
む
る
こ
と
有
る
べ
か
ら
ず
ｃ
脊
人
小
士
乃
朴
｛
土
小
榛
に
町
じ
、
売
利
な
く
ぼ
士
の
禄
無
く
し
て
事
ふ
る
が
如
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と

と
し
て
・
梅
岩
は
商
人
と
は
営
利
に
よ
っ
て
職
分
を
全
う
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
利
を
得
ず
し
て
は
家
業
は
勉
ま
ら
た
い
、
か
え
っ

て
「
天
下
の
駐
り
一
で
あ
る
と
し
、
「
商
人
の
禄
は
売
買
の
利
一
で
あ
る
と
商
業
利
潤
の
本
質
と
当
然
隻
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
心
学
者
鎌
田
一
窓
は
、
不
義
の
金
儲
け
、
不
実
の
利
欲
を
き
び
し
く
排
斥
し
て
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。

　
「
著
は
家
を
亡
ぽ
す
燃
と
知
り
っ
っ
著
り
、
利
欲
は
禍
を
招
く
蹄
と
知
り
っ
っ
、
其
の
蹄
に
掛
っ
て
苦
し
む
人
が
多
い
。
利
欲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

蹄
に
掛
か
る
人
は
、
利
の
利
た
る
を
知
つ
て
、
利
の
損
な
る
事
を
知
ら
ず
、
少
カ
不
義
た
る
商
売
に
て
も
、
利
さ
一
取
れ
ぼ
得
な
帥

と
お
も
ひ
・
諭
・
不
森
払
諭
也
か
、
瞥
朴
払
ど
か
奔
払
争
杯
ど
木
。
な
る
ほ
ど
当
分
は
利
潤
た
る
に
似
た
れ
ど
も
、
っ
ま
る
所
は
小

◎
◎
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

利
大
損
」
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
わ
い

と
・
不
義
の
金
儲
げ
は
「
小
利
大
損
」
で
あ
り
、
利
欲
に
迷
っ
た
不
義
の
利
益
は
家
に
禍
を
招
く
落
し
穴
で
あ
る
と
し
て
、
不
実
．

不
義
の
利
を
貧
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
「
隷
影
た
る
町
家
の
人
の
一
家
を
減
・
、
禍
を
招
く
一
瞥
知
り
つ
つ
蹄
に
か
か
り
、
家
を
失
ひ
身
を
失
ひ
、
名
跡
の
絶
え
た

る
類
ひ
、
指
を
折
る
に
い
と
ま
な
し
」

と
述
べ
・
商
人
は
蹄
を
蹄
と
気
付
き
な
が
ら
、
物
欲
の
誘
惑
に
負
げ
や
す
く
、
商
家
の
盛
衰
常
な
ら
ぬ
の
は
皆
こ
の
物
欲
の
蹄
に
か

か
る
こ
と
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
。

　
幾
世
紀
・
幾
世
代
も
続
い
て
い
る
老
舗
で
は
、
こ
の
よ
う
た
不
実
・
不
義
の
利
益
に
迷
っ
た
り
、
不
義
の
金
儲
け
は
堅
く
禁
じ
、

家
訓
や
店
則
で
、
そ
の
禍
を
極
力
く
い
止
め
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
佐
竹
家
「
家
業
一
枚
起
清
文
」
に
は
、

　
一
．
臥
・
、
三
割
・
阿
割
の
高
利
取
涙
は
皆
不
実
也
・
少
し
の
利
な
り
と
ぞ
思
ふ
内
に
｝
連
も
牛
過
ぎ
も
致
也
」

と
あ
り
、
不
実
不
義
１
の
高
利
を
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
あ
、
少
利
と
思
う
中
に
あ
っ
て
こ
そ
、
無
事
長
久
の
生
涯
が
確
保
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
西
川
ふ
と
ん
店
「
定
之
療
」
の
中
｝
」
も
、
不
法
な
暴
利
を
禁
止
し
、

　
　
た
二
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
リ
せ
ん

　
「
仮
令
舟
問
之
節
に
到
と
も
余
分
に
口
銭
中
請
け
問
敷
省
」

と
規
定
し
、
又
同
店
「
規
定
之
事
」
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
え
り
　
　
　
う
り
い
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
え

　
「
売
品
相
撰
み
、
売
驚
致
す
可
し
、
仮
令
船
問
払
底
之
節
に
て
も
、
格
外
の
売
利
中
受
げ
問
敷
、
且
っ
世
問
の
害
に
相
成
侯
事
決

」
て而
致
す
間
敷
事
」

と
規
定
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
、
海
が
荒
れ
た
り
、
琵
琶
湖
が
荒
れ
て
、
北
陛
山
陰
の
木
締
や
麻
布
、
蚊
帳
等
が
船
止
め
で
到
着
が
遅
れ
て
品
切
れ
に

な
り
、
在
庫
が
な
く
な
り
、
品
物
が
高
値
に
な
っ
て
大
き
な
利
益
を
あ
げ
得
る
情
況
に
た
っ
て
も
、
格
外
の
値
段
で
売
っ
て
不
正
の

暴
利
を
貧
っ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
外
市
商
店
の
場
合
は
「
厳
改
正
箇
条
」
に
お
い
て
、

　
「
店
則
之
趣
一
統
堅
ク
中
合
セ
高
利
ヲ
貧
リ
、
不
正
之
者
ハ
商
売
相
成
ズ
候
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
外
与
商
店
「
厳
改
正
」
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
「
店
規
則
之
趣
一
統
堅
ク
中
合
セ
高
利
ヲ
貧
リ
、
不
正
之
商
売
相
成
ズ
候
事
、
且
、
常
二
行
儀
正
敷
相
互
二
仁
心
ヲ
尽
シ
、
善
ヲ

　
　
　
無
理
を
し
た
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
一
九
七
）



■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
一
九
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ク
ム
キ

ス
ス
メ
、
悪
ヲ
ト
ド
メ
、
一
向
二
正
道
ヲ
守
リ
、
万
事
相
慎
、
・
・
申
ス
可
キ
事
」

と
規
定
し
、
　
「
高
利
ヲ
貧
リ
」
　
「
不
正
之
者
」
は
商
売
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
不
実
・
不
義
の
商
売
を
厳
禁
し
、
積
善
排
悪
を
す

す
め
、
商
人
道
徳
の
実
践
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
高
島
屋
百
貨
店
の
天
保
三
年
正
月
制
定
さ
れ
た
「
店
規
」
四
綱
領
の
う
ち
三
綱
領
ま
で
が
、
か
か
る
不
正
・
不
義
の
商
法
を
禁
止

し
、
正
々
堂
々
の
商
い
と
経
営
を
す
べ
き
で
あ
る
と
戒
め
て
い
る
。

　
「
第
一
義
　
確
実
な
る
品
を
廉
価
に
て
販
売
し
、
自
他
の
利
益
を
図
る
べ
し

　
　
第
二
義
　
正
札
卦
直
な
し

　
　
第
三
義
　
商
品
の
良
否
は
明
ら
か
に
之
を
顧
客
に
告
げ
、
一
点
の
虚
偽
あ
る
べ
か
ら
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
中
山
人
移
店
「
商
人
ノ
教
訓
」
に
は
、

　
「
第
十
条
　
得
意
ヲ
増
シ
取
引
ヲ
広
メ
ソ
ガ
為
メ
ニ
ハ
品
物
ヲ
下
直
ニ
ス
ベ
シ

　
　
第
十
一
条
　
得
意
先
ノ
好
ミ
ニ
応
ジ
望
ミ
ヲ
叶
ヒ
タ
リ
ト
見
エ
タ
ル
諸
品
ハ
売
渡
ス
毎
二
必
ズ
其
ノ
品
位
ヲ
異
ニ
ス
ル
勿
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
第
十
二
条
　
多
額
ノ
品
ヲ
売
ル
ニ
当
リ
、
直
引
ヲ
ナ
ス
ハ
可
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
獲
リ
ニ
懸
値
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」

と
規
定
し
、
薄
利
多
売
の
商
法
で
、
得
意
を
拡
大
す
べ
し
と
し
て
、
良
質
の
商
品
を
安
価
に
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
積
概
的

に
、
顧
客
の
望
み
に
合
致
し
、
必
ず
よ
く
売
れ
る
か
ら
と
見
て
、
そ
の
品
物
に
高
価
格
の
懸
値
は
勿
論
、
品
質
を
落
し
て
悪
い
品
物

を
売
却
し
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
単
に
自
已
だ
げ
の
利
益
、
し
か
も
不
正
不
義
の
金
儲
げ
は
す
べ
き
で
た
い
と
排
斥
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
外
与
商
店
「
心
得
書
」
に
は
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
の
つ
ね

　
「
高
値
に
て
売
付
、
其
後
下
落
い
た
し
、
都
合
よ
く
売
祓
い
侯
と
て
利
勝
を
喜
ぶ
こ
と
、
尋
常
人
並
に
し
て
大
き
に
我
身
勝
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
は
す
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か

心
得
也
、
得
意
先
々
に
て
自
然
損
失
可
有
之
事
を
不
厭
、
心
得
不
実
な
り
、
行
末
を
思
ひ
計
る
べ
し
」

と
規
定
し
、
不
実
・
不
義
の
商
い
に
よ
る
利
益
を
得
る
こ
と
を
禁
じ
、
堂
々
た
る
商
法
を
す
す
め
て
い
る
。

　
向
井
家
の
「
家
内
諭
示
記
」
に
は
、

　
　
　
　
　
ム
サ
、
ホ

　
「
金
銭
ヲ
貧
ル
人
ハ
子
孫
二
愚
ナ
ル
者
出
生
シ
テ
先
祖
ノ
遺
業
ヲ
亡
ス
、
金
銭
ハ
一
銭
タ
リ
ト
モ
不
義
ノ
財
ヲ
取
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」

と
、
不
実
．
不
義
の
手
黒
の
商
法
を
と
っ
て
、
金
銭
に
貧
欲
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
子
孫
に
馬
鹿
老
が
生
れ
、
先
祖
の
折
角
の
遺

業
を
潰
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
金
銭
は
た
と
い
一
銭
と
い
え
ど
も
不
義
の
財
を
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
て
い
る
。

　
心
学
者
手
島
堵
庵
は
「
身
代
の
柱
立
」
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ろ
そ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ｈ
・

　
「
金
銀
さ
へ
殖
へ
れ
ぼ
丈
夫
と
心
得
た
る
柱
立
は
、
外
目
よ
る
見
れ
ぼ
朽
木
に
た
と
ふ
る
は
麓
な
る
事
、
誠
に
川
中
に
、
張
ぬ
き

の
柱
を
立
て
た
る
が
如
し
」

と
述
べ
、
不
実
・
不
義
で
無
理
を
し
て
ふ
や
し
た
金
銀
は
必
ず
消
滅
し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
「
川
中
に
張
ぬ
き
の
柱
を
立
て
る
」

よ
う
な
も
の
で
、
必
ず
く
っ
が
え
り
、
倒
れ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
家
業
の
永
続
は
お
ろ
か
、
繁
栄
も
信
用
を
失
い
期
牛
出
来
な

い
と
教
訓
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
　
（
２
）
　
佐
竹
家
蔵
「
一
枚
起
請
文
」

　
　
（
３
）
　
西
川
ふ
と
ん
店
蔵
「
定
之
事
」

　
　
（
４
）
　
同
店
「
観
定
之
事
」

　
　
（
５
）
　
外
村
市
郎
兵
衛
家
蔵
「
厳
改
正
箇
条
」

　
　
　
無
理
を
し
た
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
一
九
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）

（
６
）
　
外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
厳
改
正
」

（
７
）
　
高
島
屋
百
貨
店
史

（
８
）
　
中
山
人
彫
店
蔵
「
商
人
ノ
教
則
」

（
９
）
　
外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
心
得
書
」

（
１
０
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

一
四
（
二
〇
〇
）

三
　
無
理
な
商
法
と
経
営
を
排
す

　
○
　
無
理
な
行
為
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
矢
谷
家
の
「
家
訓
」
に
、

　
「
無
理
に
利
を
貧
れ
ば
却
っ
て
財
を
失
ひ
禍
ひ
来
る
の
本
也
、
家
業
怠
ら
ず
、
著
ら
ざ
れ
ば
自
然
に
家
は
全
し
」

と
あ
る
が
、
道
理
に
合
わ
汰
い
、
理
由
の
立
た
な
い
よ
う
た
商
い
方
で
、
強
い
て
利
益
を
貧
る
欲
深
い
こ
と
を
す
れ
ば
、
逆
に
人
に

さ
げ
す
ま
れ
、
信
用
を
た
く
し
て
財
産
を
消
失
し
、
災
禍
が
来
る
源
に
た
る
。
そ
ん
な
欲
深
く
程
度
を
こ
え
た
利
益
を
望
ま
ず
、
家

業
に
精
励
し
、
始
末
に
し
て
倹
約
で
暮
す
な
ら
ぱ
、
家
は
無
事
、
家
業
は
長
久
す
る
と
教
訓
し
、
無
理
に
利
を
貧
る
こ
と
の
非
を
あ

げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
向
井
家
「
家
内
諭
示
記
」
で
は
、
無
理
な
こ
と
、
す
た
わ
ち
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
を
す
る
こ
と
を
戒
め
て
、
次
の
如
く
規
定
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
タ
ガ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
ガ
ラ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
ラ
ウ

　
「
天
ハ
理
ノ
ミ
、
人
ト
ツ
テ
能
ク
理
二
順
ト
キ
ハ
、
則
チ
天
二
順
フ
、
天
二
順
フ
者
ハ
存
ベ
シ
。
天
二
逆
者
ハ
必
ズ
亡
ブ
」

　
道
理
合
わ
な
い
こ
と
を
あ
え
て
す
る
こ
と
は
天
理
に
背
反
し
、
必
ず
減
亡
す
る
と
き
び
し
く
無
理
を
排
斥
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、



　
「
ニ
ロ
ダ
ノ
卦
ド
シ
テ
天
理
ヲ
犯
シ
、
騎
リ
、
栄
花
ヲ
傲
ス
時
ハ
家
福
ヲ
我
一
生
二
取
越
シ
、
末
代
ノ
子
孫
フ
亡
ス
、
畏
ル
ベ
シ
慎

ム
、
ベ
キ
ニ
ア
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
セ
　
ワ
ザ
ワ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

「
人
一
唯
・
心
ノ
一
ツ
悪
ケ
レ
バ
弔
芸
ノ
東
カ
イ
モ
ナ
ツ
、
－
－
天
ノ
作
ル
災
一
逃
ル
可
シ
、
白
ラ
作
セ
ル
災
一
逃
レ
難
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
，
ブ

夫
レ
家
名
長
久
ハ
子
孫
ノ
行
跡
ニ
ョ
ル
、
吾
願
ク
ハ
後
代
ノ
主
家
業
怠
ラ
ズ
、
非
道
ヲ
省
キ
、
道
理
ヲ
守
リ
、
衆
人
愛
敬
ノ
子
孫
ヲ

祈
ル
ノ
、
・
・
」

と
述
べ
・
天
の
道
理
に
．
背
き
、
勝
手
た
振
舞
い
を
す
れ
ぼ
、
自
分
か
ら
禍
い
を
招
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
逃
れ
る
こ
と
が
出

来
ず
・
子
孫
姦
亡
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
る
。
わ
が
子
孫
で
主
人
た
ズ
の
は
、
家
業
に
精
励
し
、
非
道
な
こ
と
で
無
理
を
せ
ず
、

道
理
を
よ
く
守
っ
て
、
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
、
敬
わ
れ
る
子
孫
で
あ
一
る
こ
と
を
祈
る
だ
け
で
あ
る
と
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
佐
竹
家
「
一
枚
起
請
文
」
に
。
は
、

　
「
無
理
と
身
勝
手
と
を
や
め
ば
、
う
た
が
い
な
く
安
心
に
な
っ
て
は
ん
じ
ょ
う
す
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
・
相
続
者
に
・
わ
が
身
勝
手
な
行
為
を
慎
み
、
無
理
た
こ
と
さ
え
し
た
げ
れ
ば
、
安
心
し
て
暮
せ
る
し
、
繁
昌
す
る
こ
と
は
疑
う

余
地
は
な
い
と
ま
で
宣
言
し
、
子
孫
に
対
し
無
理
と
身
勝
手
な
振
舞
を
し
な
い
よ
う
に
と
教
訓
し
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
西
村
彦
兵
衛
家
の
家
訓
「
亭
主
之
心
得
」
に
は
、

　
「
い
っ
は
り
を
た
し
、
又
者
無
理
を
い
ひ
、
惣
じ
て
人
の
害
に
な
る
べ
き
事
を
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」

と
規
定
し
、
一
家
の
亭
主
た
る
も
の
は
、
虚
偽
的
行
為
を
し
た
り
、
亭
主
の
立
場
を
は
き
違
え
て
、
道
理
に
合
わ
た
い
こ
と
を
い
っ

た
り
し
て
・
何
か
に
っ
げ
て
他
人
の
害
悪
に
た
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
訓
戒
し
て
い
る
。
主
人
た
る
者
は
往
々
に
し

て
我
儘
で
無
理
を
い
い
・
無
理
た
こ
と
を
叙
出
か
す
恐
れ
が
あ
る
。
よ
く
よ
く
思
慮
分
別
し
て
身
を
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
二
〇
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
（
二
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
宇
佐
美
松
鶴
堂
の
「
家
訓
」
で
は
こ
の
点
を
指
摘
し
て
、
　
「
主
と
親
と
は
む
り
な
る
も
の
と
お
も
へ
」
と
反
省
を
う
な
が
し
・
こ

れ
を
避
げ
る
た
め
に
は
、

　
　
「
正
直
　
五
両
、
思
案
　
三
両
、
堪
忍
　
四
両
、
分
別
　
二
両
、
用
捨
　
一
両
」

と
、
一
家
の
経
営
者
た
る
も
の
は
、
思
案
・
堪
忍
・
分
別
が
大
事
で
あ
る
事
を
強
調
し
て
い
る
・

　
矢
谷
家
の
「
家
訓
」
に
は
、

　
　
「
家
を
治
む
る
猛
忍
を
第
一
と
す
、
奮
こ
ら
へ
、
欲
を
お
さ
へ
て
、
ほ
轡
せ
ざ
る
喜
是
堪
忍
也
・
万
の
事
・
心
に
叶
わ
ざ

る
事
あ
り
と
も
、
此
の
堪
忍
を
用
ひ
て
、
怒
り
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
家
の
内
和
ら
ぎ
親
し
む
べ
し
」

と
、
無
理
を
い
っ
た
り
、
無
理
な
こ
と
を
し
な
い
た
め
に
は
、
堪
忍
の
徳
で
も
っ
て
対
処
す
べ
し
、
と
し
て
い
る
・
　
「
心
に
叶
わ
ざ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
」
無
理
な
こ
と
は
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
心
理
学
手
島
堵
庵
は
、

　
「
無
理
な
き
は
仁
と
い
ふ
、
無
理
を
せ
ぬ
を
義
と
い
ふ
、
無
理
の
な
ら
ぬ
を
礼
と
い
ふ
、
無
理
を
ｔ
る
を
智
と
い
ふ
」

と
い
っ
て
、
人
と
し
て
、
仁
．
義
．
礼
．
知
の
四
徳
を
守
る
に
っ
い
て
は
、
無
理
の
な
い
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
彼
は
五
倫
の
道
の
最
後
の
徳
で
あ
る
「
信
』
を
守
る
た
め
に
も
、
や
は
り
「
無
理
」
を
き
び
し
く
身
辺
か
ら
切
離
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
身
代
の
柱
立
」
の
中
で
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ

　
「
い
か
様
に
も
こ
の
柱
立
を
せ
ん
と
お
も
は
、
、
先
信
と
い
う
正
直
の
平
地
を
よ
く
築
き
、
そ
の
上
に
丸
麟
が
ど
ま
で
念
を
入
れ
・

っ
き
か
た
め
て
こ
そ
柱
も
よ
く
立
ち
、
家
作
り
も
丈
夫
な
る
べ
げ
れ
、
こ
の
地
築
き
な
く
し
て
柱
を
た
て
ぱ
・
た
と
ひ
家
を
作
り
た
‘



　
　
　
　
　
　
く
つ
か
へ
る
　
　
　
　
　
キ
、
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
て
む

り
と
も
程
た
く
顛
覆
べ
し
。
拠
て
其
地
築
き
右
築
き
の
し
ょ
う
を
い
は
ゴ
、
万
缶
我
が
正
直
の
本
心
に
立
省
み
て
、
背
か
ぬ
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

背
か
ぬ
よ
う
に
と
つ
二
し
み
、
我
身
勝
手
を
せ
ぬ
か
、
無
理
は
せ
ぬ
か
、
無
理
は
い
は
ぬ
か
と
、
戦
々
競
々
と
念
を
入
れ
て
身
を
行

ふ
こ
と
也
」
と
。

　
す
な
わ
ち
、
無
理
な
所
業
を
し
な
い
こ
と
が
、
家
、
家
業
永
続
の
秘
訣
で
あ
り
、
無
理
を
い
い
、
無
理
な
こ
と
を
す
る
こ
と
は
、

　
「
毒
薬
剣
な
ど
に
て
家
を
作
り
た
る
が
ご
と
し
、
朽
る
を
待
ず
し
て
住
め
る
べ
き
と
も
見
へ
ず
」

と
ま
で
極
論
し
、
無
理
の
所
業
を
ぼ
、
毒
薬
を
塗
っ
た
剣
に
比
し
、
一
寸
で
も
身
を
切
れ
ぼ
毒
薬
が
身
に
回
っ
て
死
な
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
　
「
無
理
が
身
を
滅
し
、
家
を
も
減
す
」
に
至
る
と
教
え
て
い
る
。
　
「
五
倫
の
道
」
を
守
っ
て
、
身
の
幸
を
悦

び
、
無
事
長
久
を
希
う
な
ら
ば
、
無
理
な
所
業
を
絶
対
に
排
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
ユ
）
　
矢
谷
家
蔵
「
家
訓
」

　
　
（
２
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
　
（
３
）
　
佐
竹
家
蔵
「
一
枚
起
請
文
」

　
　
（
４
）
　
西
村
彦
兵
衛
家
蔵
コ
亭
主
之
心
得
」

　
　
（
５
）
　
守
佐
美
松
鶴
堂
蔵
「
家
訓
」

　
○
　
無
理
な
商
法
と
経
営
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
「
売
利
を
得
る
は
商
人
の
道
な
り
、
元
銀
に
売
る
を
道
と
い
う
こ
と
を
聞
か
ず
」

と
、
心
学
者
石
田
梅
岩
は
商
人
が
売
買
に
よ
っ
て
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
商
人
の
道
で
あ
る
と
し
、
　
「
利
を
取
ら
ざ
る
は
商
人
の

道
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て
、
商
人
は
営
利
に
よ
っ
て
そ
の
職
分
を
全
う
し
得
る
と
し
て
、
売
利
の
肯
定
を
積
極
的
に
説
い
て
い
る
。

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
二
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
二
〇
四
）

し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
理
な
商
い
を
し
て
無
理
な
利
益
を
得
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
商
人
の
道
で
も
な
げ
れ
ぼ

大
い
に
非
難
し
、
排
斥
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。
梅
岩
の
売
利
と
は
道
理
に
か
な
っ
た
売
利
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
無
理
な
商
い
は
な
す
べ
き
で
な
い
と
し
た
老
舗
の
商
法
と
経
営
に
っ
い
て
あ
げ
る
と
、
ま
ず
品
物
の
仕
入
れ
方
の
無
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

戒
め
た
も
の
と
し
て
、
外
村
与
左
衛
門
家
の
「
心
得
書
」
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
　
て

　
「
総
而
諸
人
進
、
ミ
高
値
之
時
節
に
買
入
れ
致
し
、
ま
た
先
々
不
引
合
之
時
節
に
強
而
進
め
売
い
た
し
候
事
何
れ
も
家
風
に
背
き
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

得
違
な
り
」

と
規
定
し
、
多
く
の
者
が
買
出
動
で
一
買
い
ま
く
っ
て
高
値
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
利
欲
に
迷
っ
て
高
値
仕
入
れ
を
無
理
に
し
、
さ

ら
に
、
そ
の
高
値
仕
入
れ
の
品
を
売
れ
ば
、
相
場
に
引
合
わ
な
い
時
節
に
「
強
而
進
め
売
り
」
す
る
と
い
っ
た
無
理
な
売
買
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
等
は
何
れ
も
家
風
に
背
い
た
心
得
違
い
の
商
い
の
仕
方
で
あ
る
と
、
き
び
し
く
排
斥
し
、
禁
止
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
矢
代
仁
兵
衛
家
「
定
メ
」
に
は
、

　
「
仕
入
方
之
義
ハ
代
呂
物
之
多
少
二
気
ヲ
付
ケ
、
時
々
ノ
模
様
風
合
ヲ
考
へ
、
殊
二
糸
物
ノ
義
二
侯
ヘ
バ
折
ニ
ョ
リ
少
々
高
下
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

之
ア
ル
ベ
ク
侯
儀
二
侯
故
、
平
生
店
中
互
イ
ニ
存
ジ
入
リ
申
合
ハ
セ
相
談
之
上
買
入
レ
仕
ル
ベ
ク
侯
。
此
儀
商
内
之
元
ト
相
成
ル
儀

二
侯
ヘ
バ
別
シ
テ
大
切
二
仕
入
仕
ル
可
ク
侯
事
要
用
二
御
座
侯
」

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
仕
入
れ
方
は
前
者
と
は
反
対
に
無
理
を
し
な
い
良
い
仕
入
れ
方
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

品
物
の
在
庫
の
多
少
に
気
を
つ
げ
た
上
で
仕
入
れ
る
こ
と
。
　
「
利
は
元
に
あ
り
」
と
い
う
商
売
の
鉄
則
を
忘
れ
ぬ
よ
う
、
店
中
の
者

で
時
節
の
動
向
、
流
行
、
商
品
価
格
の
高
下
等
に
っ
い
て
、
よ
く
衆
知
を
し
ぼ
っ
て
仕
入
れ
る
こ
と
と
し
、
無
理
た
仕
入
れ
方
を
し

な
い
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。



　
又
西
陣
の
仕
入
機
屋
に
っ
い
て
も
、
同
様
に
義
理
や
人
情
に
こ
だ
わ
っ
て
無
理
な
「
伏
セ
機
」
を
抱
え
こ
ん
で
い
た
い
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
「
最
モ
、
年
来
取
続
キ
買
取
候
ト
モ
、
風
分
悪
敷
キ
機
ヲ
当
分
ノ
義
理
二
任
セ
、
気
ノ
毒
二
存
ジ
、
其
儘
二
差
置
キ
、
伏
セ
機
二

仕
ル
問
敷
侯
事
」

と
規
定
し
、
　
「
伏
セ
機
」
で
も
業
界
で
評
判
が
悪
げ
れ
ぼ
、
良
質
安
価
な
商
品
を
商
う
を
建
前
と
す
る
以
上
、
ち
け
う
ち
ょ
す
る
こ

と
な
く
「
伏
セ
機
」
か
ら
は
ず
す
べ
き
で
、
無
理
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
で
、
は
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
か
ら
絶
対
に
整
理
し
、

排
除
す
べ
き
て
あ
る
と
し
て
い
る
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
次
に
売
り
商
い
に
お
い
て
、
無
理
な
商
売
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
も
の
は
、
さ
き
の
外
村
与
左
衛
門
家
の
一
、
心
得
書
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
ば

　
「
売
り
方
は
総
而
諾
人
望
取
侯
時
節
有
物
決
而
売
惜
な
く
買
人
の
気
配
に
順
じ
、
時
節
之
相
庭
た
と
い
不
引
合
な
り
と
も
其
時
之

成
行
相
庭
次
第
梢
働
き
、
必
ず
損
得
二
不
迷
、
諾
人
之
望
侯
節
其
図
を
は
づ
さ
ず
順
々
に
売
抵
可
申
楽
」

　
す
な
わ
ち
、
品
物
の
売
却
に
は
利
欲
に
負
け
て
売
惜
し
ん
だ
り
せ
ず
、
　
「
時
節
之
相
庭
た
と
い
不
引
合
」
で
あ
っ
て
も
私
欲
に
迷

っ
て
無
理
な
商
売
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
其
の
時
節
の
相
場
に
順
応
し
、
　
「
必
ず
損
得
に
不
迷
」
商
機
を
逃
さ
ぬ
よ
う
に
順
々
に

売
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
「
世
問
望
取
侯
節
に
売
惜
み
、
品
も
の
不
弁
理
に
い
た
し
侯
事
、
天
理
に
背
き
、
且
家
風
に
背
き
甚
以
心
得
違
也
、
た
と
い
強
気

見
込
取
計
に
て
利
益
多
勝
に
有
之
候
と
も
白
然
白
利
利
他
の
弁
利
を
知
ら
ざ
る
道
理
故
に
決
而
永
続
長
久
の
見
通
し
無
之
、
依
之
取

訳
当
然
見
込
見
越
之
取
計
い
は
家
風
と
し
て
古
来
よ
り
堅
く
巾
合
之
通
り
急
度
相
心
得
可
中
侯
薯
」

と
規
定
し
、
無
理
に
利
益
を
多
く
あ
げ
よ
う
と
し
て
、
世
問
の
人
が
多
く
買
い
望
ん
で
い
る
の
に
売
り
惜
し
み
、
品
物
を
不
足
に
し

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
二
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
猪
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
二
〇
六
）

て
、
世
問
の
不
便
利
を
来
た
し
た
り
す
る
よ
う
た
こ
と
は
「
天
理
に
背
き
、
家
風
に
背
き
甚
以
心
得
違
」
の
振
舞
で
あ
る
。
・
順
々
に

売
払
う
べ
き
も
の
を
無
理
に
儲
げ
を
大
き
く
し
よ
う
と
考
え
て
売
り
惜
ん
で
、
た
と
え
大
き
な
利
益
を
あ
げ
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
、
　
「
自
利
利
他
之
弁
利
を
知
ら
ざ
る
道
理
故
に
決
し
て
永
続
長
久
の
見
通
し
無
之
」
と
し
て
、
利
欲
に
迷
い
世
問
の
多
く
の
人
に

迷
惑
を
か
げ
る
無
理
な
商
法
は
決
し
て
と
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、

　
「
目
先
当
前
之
名
聞
に
不
迷
遠
き
行
末
を
平
均
に
見
越
、
永
世
之
義
ヲ
貫
キ
可
申
計
ひ
也
是
則
先
祖
代
々
の
思
召
無
退
転
今
に
１
相

続
い
た
す
所
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎

と
述
べ
、
目
前
の
評
判
に
迷
わ
さ
れ
ず
、
遠
い
将
来
を
押
し
な
べ
て
配
慮
し
、
い
っ
ま
で
も
変
る
こ
と
の
な
い
道
義
を
守
り
、
貫
き

通
す
べ
し
、
と
し
た
考
え
で
あ
る
。
こ
の
渡
世
哲
学
、
経
営
哲
学
こ
そ
先
祖
代
々
の
御
考
え
で
あ
り
、
わ
が
家
が
今
日
に
何
等
変
る

こ
と
た
く
今
に
相
続
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
と
宣
言
し
、
　
「
自
利
利
他
の
商
法
」
を
商
法
と
経
営
の
原
点
に
し
、
利
欲
に
迷
っ
て
無

理
な
商
売
を
な
す
べ
き
で
恋
い
と
教
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と

　
す
た
わ
ち
、
石
田
梅
岩
は
「
真
の
商
人
は
先
も
立
ち
、
我
も
立
っ
こ
と
を
思
ふ
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
　
「
自
他
共
に
万
事
に
通

用
し
て
心
や
す
め
る
た
め
の
売
買
に
あ
ら
ず
や
」
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
我
は
福
を
得
、
天
下
の
人
は
心
安
め
ら
れ
る
た
ら
ば
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

じ
め
て
商
人
は
「
天
下
の
お
ん
た
か
ら
」
と
称
せ
ら
る
べ
く
、
　
「
自
他
を
安
楽
に
す
る
は
天
下
太
平
を
毎
々
に
祈
る
と
い
う
者
」
で

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、

あ
っ
て
、
こ
れ
が
商
人
道
の
大
本
で
あ
る
と
、
商
人
道
の
原
点
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
る
。

　
か
か
る
商
人
道
と
経
営
の
原
点
は
、
無
理
の
な
い
天
理
に
か
な
っ
た
商
法
に
則
っ
た
商
人
に
外
な
ら
た
い
。

　
外
村
与
左
衛
門
家
で
は
か
か
る
無
理
を
し
な
い
商
法
、
利
欲
に
迷
わ
な
い
商
法
を
「
天
性
成
行
の
商
法
」
と
し
て
、
当
家
の
商
法

と
経
営
の
原
点
と
し
て
い
る
。



　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
な
き

　
「
当
家
先
祖
よ
り
伝
来
の
欠
引
は
売
買
共
、
天
性
成
行
に
随
ひ
、
さ
き
ざ
き
の
気
分
二
順
じ
、
相
手
少
時
に
買
入
致
し
侯
へ
ば
売

人
も
悦
び
可
中
、
又
さ
き
ざ
き
望
取
侯
節
に
売
惜
み
な
く
売
払
え
ぼ
得
意
も
弁
理
を
悦
び
中
べ
し
」
と
、
教
え
て
い
る
。
仕
入
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

も
、
売
却
に
も
何
の
無
理
も
し
な
い
商
法
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
「
是
則
家
伝
極
意
之
心
得
」
生
言
い
切
っ
て
い
る
の
で
、

実
に
見
事
な
商
法
と
経
営
の
原
点
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
無
理
な
商
法
、
利
欲
に
迷
っ
た
経
営
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
い
っ
て
こ
れ
を
厳
し
く
戒
め
て
い
る
。

　
　
一
｛
の
つ
一
ね
…
ピ
ー
二
｛
｝
・
咋

　
「
尋
常
人
並
に
て
は
、
凸
座
目
先
之
高
下
を
争
ひ
、
諸
人
之
気
配
に
な
ず
み
、
平
生
に
只
烈
敷
売
買
を
好
み
、
如
何
に
も
欠
引
達

者
に
相
見
江
候
様
、
糸
聞
人
並
之
働
振
り
を
好
み
侯
楽
、
誠
に
危
く
、
始
終
を
取
留
侯
事
な
く
一
生
損
益
共
に
不
完
之
計
ひ
に
苦
し

み
安
心
な
ら
ざ
る
こ
と
如
何
に
も
残
念
千
万
能
々
思
惟
致
す
べ
し
」

　
さ
ら
に
、
利
欲
に
迷
っ
た
無
理
な
売
買
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
い
一
勺
へ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
ウ
．
ニ
ノ
一
ゾ
え

　
二
返
す
返
す
も
当
座
之
高
下
を
争
ひ
諾
人
の
気
配
に
な
ず
み
候
事
、
愚
或
る
小
人
の
計
ひ
に
し
て
天
然
白
然
の
行
先
侯
事
も
平
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き
ま
え
す
　
　
　
　
　
い
よ

は
能
く
知
り
な
が
ら
、
小
心
の
欲
に
迷
ひ
世
問
之
気
配
に
な
づ
み
侯
事
、
白
然
天
理
成
事
も
不
弁
、
故
に
弥
々
愚
昧
之
取
計
い
た
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

眼
前
仕
損
じ
行
詰
り
侯
節
は
却
っ
て
我
誤
り
を
悔
む
気
色
は
な
く
、
弥
々
我
意
強
く
相
成
り
、
天
然
の
成
行
直
合
之
損
を
得
見
切
り

中
さ
ず
侯
、
心
口
隔
意
に
て
腹
は
極
め
て
小
量
な
る
故
、
名
聞
に
気
計
り
強
が
り
侯
事
は
実
に
笑
止
千
万
云
々
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
す
な
わ
ち
、
　
「
当
座
之
高
下
を
争
ひ
、
諾
人
の
気
配
に
な
づ
み
侯
事
、
愚
成
る
小
人
之
計
ひ
」
と
き
め
つ
げ
、
　
「
小
心
の
欲
に
迷

ひ
、
世
問
之
気
配
に
な
づ
み
侯
布
」
は
、
白
然
天
性
を
知
ら
な
い
結
果
に
基
い
た
愚
昧
の
商
法
で
、
実
に
笑
止
千
万
の
商
法
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
げ
ひ
き

と
、
は
げ
し
く
非
難
し
、
排
斥
し
、
　
「
古
来
よ
り
我
が
家
相
伝
之
欠
引
自
然
天
性
に
し
て
」
と
、
無
理
な
き
利
欲
に
迷
わ
な
い
商
法

を
経
営
の
原
点
に
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
無
理
を
し
な
い
商
法
の
原
点
に
立
っ
て
「
只
天
性
成
行
に
随
ひ
家
之
作
法
其
筋
目
に

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
維
桝
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
塘
二
十
四
巻
・
塘
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
一
．
一
〇
八
）

不
違
様
」
に
す
べ
し
と
し
て
、
強
く
一
門
の
者
に
要
請
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
て
　
か
　
　
　
て

　
要
す
る
に
、
無
理
の
な
い
商
法
と
経
営
、
無
理
を
し
な
い
商
人
は
「
売
り
人
買
い
人
に
愛
せ
ら
れ
」
て
、
人
も
集
ま
れ
ぼ
財
も
集

ま
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
わ
ざ

　
「
無
理
非
道
な
く
し
て
金
銀
の
集
ま
る
は
天
下
の
定
り
の
事
業
な
り
」

と
手
島
堵
庵
は
い
っ
て
、
無
理
を
し
た
い
商
い
を
唱
道
し
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
ツ
タ
ガ
　
　
　
　
ナ
ガ
ラ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
ラ
ウ

　
「
天
二
順
フ
者
ハ
存
ベ
シ
、
天
二
逆
者
ハ
必
ズ
亡
ブ
」
（
向
井
家
内
諭
記
）
こ
の
言
葉
こ
そ
商
人
に
と
っ
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
言
葉

で
あ
る
。

　
（
１
）
　
外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
心
得
書
」

　
（
２
）
　
矢
代
仁
兵
衛
家
蔵
「
定
メ
」

　
（
３
）
　
前
掲
「
心
得
書
」

お
の
れ
　
　
か

己
に
克
つ
経
営
と
暮
し
を
守
る
べ
し

　
「
利
欲
を
排
す
商
法
」
も
「
無
理
を
し
な
い
商
法
」
も
結
局
は
「
己
に
克
っ
経
営
と
暮
し
を
守
る
」
こ
と
で
あ
る
。
己
に
負
げ
れ

　
　
　
　
　
　
わ
な

ぼ
「
利
欲
」
の
蹄
に
か
か
り
、
　
「
無
理
」
な
売
買
の
た
め
、
　
「
小
利
大
損
」
で
家
を
亡
ぽ
し
、
家
業
を
亡
ぼ
す
こ
と
に
匁
る
。
己
の

欲
望
に
克
ち
、
己
の
我
儘
に
打
克
つ
こ
と
が
家
業
永
続
の
秘
訣
で
あ
る
。

　
石
門
心
学
者
布
施
松
翁
は
、

　
「
今
日
い
い
た
い
こ
と
を
明
日
ま
で
か
ん
に
ん
し
、
酒
を
の
ん
だ
り
、
肴
を
く
う
た
り
す
る
も
す
こ
し
づ
っ
か
ん
に
ん
し
、
よ
い



着
物
を
着
た
い
と
い
う
の
も
今
口
一
日
の
か
ん
に
ん
と
思
う
て
、
先
へ
の
ぼ
す
の
バ
か
、
お
の
れ
に
克
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
．

と
述
べ
、
　
一
己
れ
に
克
っ
」
た
め
に
は
楳
忍
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
こ
の
か
ん
に
ん
の
遭
さ
た
ま
も
ら
ば
、
身
納
ま
り
、
因
治
ま
る
、
和
合
の
道
、
忍
の
徳
た
る
、
諾
善
万
行
も
及
ぼ
ず
と
い
う
て
、

一
切
堪
忍
一
つ
で
世
界
中
が
治
ま
る
、
け
っ
こ
う
な
も
の
じ
ゃ
」

と
、
己
に
克
つ
の
み
で
な
く
、
諾
善
万
行
の
第
一
が
堪
忍
で
あ
る
と
し
て
い
る
、
一

　
己
れ
に
克
ち
、

　
一
．
堪
忍
ヤ
れ
ぼ
、
商
人
は
銀
を
儲
け
、
工
人
は
季
節
を
場
く
越
え
、
我
子
に
あ
Ｊ
、
、
）
べ
、
し
た
き
を
も
堪
忍
１
し
て
折
構
を
加
ふ
れ
ぼ

一
生
の
益
と
な
り
」

と
・
江
戸
時
代
の
著
書
「
当
世
誰
が
身
上
四
」
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
堪
忍
が
老
舗
永
続
の
秘
訣
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。
　
「
無

理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
」
を
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
白
分
白
身
が
ま
ず
己
の
恋
意
．
利
欲
に
打
ち
克
っ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

お
よ
そ
・
自
分
の
最
大
の
敵
は
自
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
分
の
家
、
白
分
の
家
業
、
臼
分
の
子
孫
を
減
す
も
の
は
白
分
で
あ
っ

て
、
自
分
以
外
の
何
者
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
山
中
の
賊
を
破
る
は
や
す
く
、
心
中
の
賊
を
破
る
は
難
し
」
（
王
陽
明
一

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
己
に
克
っ
こ
と
の
困
難
な
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
白
分
の
最
大
の
敵
は
自
分
で
あ
り
、
白
分
を
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
づ
か

す
も
の
も
ま
た
自
分
で
あ
っ
て
、
若
し
、
人
に
勝
た
ん
と
欲
す
る
な
ら
ぼ
、
ま
ず
自
分
が
自
ら
に
打
勝
っ
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
克
己
の
精
神
と
所
業
が
、
老
舗
の
無
理
を
し
な
い
商
法
と
家
業
経
営
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
こ
と
に
経
営
者

の
責
任
に
あ
る
も
の
は
尚
更
で
あ
る
。
孔
子
は
「
そ
の
身
正
し
げ
れ
ば
今
せ
ず
し
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
身
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
令
す
と

　
　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
二
一
〇
）

い
え
ど
も
従
わ
れ
ず
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
人
を
責
め
、
督
励
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
、
人
を
責
め
、
督
励
す
る
前
に
ま

ず
已
れ
を
責
め
、
己
れ
を
督
励
工
て
反
省
し
、
己
れ
に
打
ち
克
っ
こ
と
の
出
来
る
も
の
に
そ
の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
向
井
家
「
家
内
諭
示
記
」
に
、

　
「
上
ミ
レ
バ
望
ム
コ
ト
ノ
ミ
多
カ
リ
キ
、
笠
キ
テ
暮
セ
　
己
か
心
、

　
オ
ゴ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
イ
ェ
イ
ト

　
著
ヲ
省
キ
倹
約
ヲ
守
リ
、
物
ノ
費
ヲ
厭
ヒ
、
我
ガ
目
々
二
成
ス
コ
ト
費
二
成
ラ
ヌ
ヤ
ウ
考
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
亦
世
ノ
中
ノ
弊
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

成
ヌ
ヤ
ウ
致
ス
ベ
キ
ニ
ア
リ
。
二
戸
ノ
主
ト
シ
テ
天
理
ヲ
犯
シ
、
著
リ
、
栄
花
ヲ
傲
ス
時
ハ
、
家
福
ヲ
我
ガ
一
生
二
取
越
シ
・
末
代

ノ
子
孫
ヲ
亡
ス
、
畏
ル
ベ
シ
、
慎
ム
ベ
キ
ニ
ア
リ
」

と
教
訓
し
、
己
れ
が
ま
ず
身
を
修
め
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
「
倹
約
ヲ
守
リ
、
物
ノ
費
ヲ
厭
ヒ
」
又
「
世
ノ
中
ノ
弊
二
成
ラ
ヌ
ヤ

ウ
致
ス
ベ
キ
ニ
ァ
リ
」
と
き
び
し
く
己
れ
に
克
っ
道
を
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
む

　
「
万
事
我
が
正
直
の
本
心
に
立
省
み
て
、
背
か
ぬ
や
う
に
と
っ
つ
し
み
、
我
身
勝
手
を
せ
ぬ
か
、
無
亜
伽
由
か
か
、
船
跡
心
い
わ

、
　
　
　
、
　
　
　
、

ぬ
か
と
、
戦
々
競
々
と
念
を
い
れ
て
身
を
行
ふ
こ
と
也
」

と
心
学
者
手
島
堵
庵
は
説
い
て
い
る
が
、
己
れ
の
行
為
を
省
み
る
こ
と
き
び
し
く
「
戦
々
競
々
と
念
を
入
れ
て
」
身
を
慎
し
み
行
う

こ
と
。
す
な
わ
ち
「
已
に
克
つ
経
営
と
暮
し
」
が
「
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
」
を
成
立
せ
し
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
西
村
彦
兵
衛
家
「
家
訓
」
に
も
、

　
「
成
丈
質
素
に
暮
し
可
申
箏

　
小
家
に
て
も
家
柄
古
く
な
れ
ぼ
自
然
と
物
事
過
当
に
な
り
度
き
も
の
な
れ
ぼ
、
先
格
相
違
せ
ぬ
や
ふ
何
事
も
成
丈
質
素
に
く
ら
し



可
レ
中
、
し
か
し
な
が
ら
、
り
ん
し
ょ
く
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
、
定
ま
り
た
る
こ
と
を
無
理
に
減
ず
る
は
あ
し
く
、
身
分
に
す
ぐ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

と
を
せ
ぬ
よ
う
第
一
の
心
得
な
り
。
随
分
家
格
を
心
安
仕
て
相
暮
可
申
事
也
」

と
、
質
素
倹
約
に
暮
す
こ
と
、
己
に
克
っ
て
暮
す
こ
と
が
、
家
業
存
続
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
訓
し
て
い
る
。
た
だ
し
過

度
の
倹
約
に
な
っ
て
「
ヶ
チ
ソ
ポ
ウ
」
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
剛
欲
に
打
勝
ち
、
不
実
不
義
の
商
法
を
排
し
、
無
理
な
所
業
と
無
理
な
商
法
を
断
ち
切
る
道
は
、
ま
ず
己
に
打
ち
克
ち
、
盗
意
私

欲
、
わ
が
身
勝
手
な
行
為
を
き
び
し
く
制
禦
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
己
に
克
っ
経
営
と
暮
し
を
守
る
こ
と
」
に
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
　
（
２
）
　
西
付
彦
兵
衛
家
蔵
「
宗
訓
」

五
　
知
足
・
分
限
の
経
営
と
暮
し
に
徹
す
べ
し

　
Ｈ
　
知
足
ｏ
暮
し
と
経
営
に
努
力
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
ル
ヲ

　
剛
欲
を
慎
し
み
、
不
実
不
義
の
商
法
を
排
し
、
無
理
な
所
業
を
排
し
、
無
理
な
商
法
を
し
な
い
た
め
に
は
知
レ
足
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
１
る
こ
と
知
完
け
れ
ぼ
・
貧
欲
差
り
・
富
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
朴
絵
と
も
呼
ぼ
れ
る
に
至
る
。
こ
れ
で
は
到

底
無
理
を
し
な
い
商
法
や
経
営
な
ど
が
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

　
「
足
る
こ
と
を
知
る
も
の
は
、
貧
し
く
て
も
富
み
、
足
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
富
み
て
も
貧
し
、
天
命
に
叶
ひ
た
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
ｖ

知
る
人
を
長
者
と
も
い
ふ
、
福
者
と
も
い
ふ
」

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
絆
常
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
二
一
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
．
（
雄
二
十
四
巻
・
幣
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
二
二
一
）

と
、
五
用
心
慎
草
に
述
べ
て
い
る
が
、
足
る
こ
と
を
知
る
人
こ
そ
、
真
実
の
意
味
に
お
い
て
「
万
福
長
者
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
向
井
家
の
家
訓
に

　
　
　
　
ル
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
「
事
足
ハ
足
二
任
セ
テ
事
足
ラ
ズ
　
思
リ
テ
事
足
ル
身
コ
ソ
安
ケ
レ
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
老
子
の
「
知
レ
足
者
富
」
　
「
知
レ
足
不
レ
屠
」
と
い
う
知
足
安
分
の
哲
学
思
想
を
詠
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
よ
い

　
特
別
史
跡
名
勝
と
し
て
石
庭
で
有
名
な
竜
安
寺
の
蹴
の
「
吾
れ
唯
足
る
こ
と
を
知
る
」
の
言
葉
は
、
徳
川
光
聞
公
の
寄
進
に
よ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
同
寺
の
案
内
の
栞
に
は
「
禅
と
は
『
吾
れ
唯
足
る
こ
と
を
知
る
』
宗
教
で
あ
る
」
と
述
べ
、
禅
哲
学
が
知
足

の
二
字
に
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
資
本
主
義
杜
会
の
今
日
あ
っ
て
も
、
や
は
り
こ
の
知
足
の
哲
学
を
、
単
に
消
極
的
な
渡
世

哲
学
、
経
営
哲
学
で
あ
る
と
し
て
無
視
す
る
事
は
問
違
い
で
あ
る
。
殊
に
家
業
の
永
続
を
希
う
な
ら
ぼ
尚
更
で
あ
る
。
知
足
の
哲
理

を
経
営
の
中
に
生
か
さ
な
げ
れ
ぼ
、
利
欲
・
貧
欲
に
陥
入
り
、
身
も
家
も
焼
き
、
人
を
も
炎
に
陥
入
れ
る
結
果
を
招
き
、
家
・
家
業

の
永
続
は
望
む
べ
く
も
な
い
。

　
矢
谷
家
「
家
訓
」
の
場
合
は
、

　
「
足
る
事
を
知
れ
ぼ
、
家
は
貧
し
と
い
へ
ど
も
心
は
福
者
也
、
足
る
事
を
知
ら
ざ
れ
ぼ
、
家
は
富
め
り
と
い
へ
ど
も
貧
者
な
り
、

此
処
を
よ
く
弁
へ
、
か
り
に
も
著
ら
ず
、
物
好
み
を
す
べ
か
ら
ず
、
諺
に
好
き
が
身
を
亡
す
と
い
へ
る
心
得
べ
し
」

　
こ
の
一
条
の
家
訓
は
知
足
の
哲
理
を
簡
明
に
し
て
よ
く
表
現
し
て
お
り
、
し
か
も
知
足
の
暮
し
方
は
如
何
に
す
べ
き
か
を
、
蕃
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
、
ゲ

ず
、
物
好
み
せ
ず
と
教
訓
し
て
い
る
。
　
「
好
き
が
身
を
亡
ぼ
す
」
と
し
て
、
好
奔
（
も
の
す
き
）
、
い
ろ
ご
の
み
（
好
色
）
、
茶
の
湯
、

歌
、
和
歌
等
に
凝
り
、
ふ
け
っ
て
己
れ
の
職
分
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
、
身
を
破
減
に
す
る
か
ら
、
知
足
安
分
の
暮
し
方
が
大

切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
外
村
与
左
衡
門
家
「
定
目
一
に
は
、

　
一
，
平
生
我
好
む
所
を
相
慎
み
、
専
ら
我
意
に
好
ま
ず
、
則
、
嫌
え
る
所
を
務
む
べ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
宇
佐
美
松
鶴
堂
の
「
家
訓
」
に
は
、

　
「
好
物
、
よ
く
に
は
な
れ
よ
」

と
、
何
れ
も
「
物
好
み
す
べ
か
ら
ず
」
　
「
好
き
が
身
を
減
す
」
こ
と
を
強
く
戒
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
向
井
家
「
天
理
定
法
家
内
話
」
に
は
、

　
「
人
ト
シ
テ
足
ル
事
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ
人
間
一
生
ノ
禍
ナ
リ
、
足
ル
事
ヲ
知
ラ
ズ
バ
百
万
ノ
財
宝
ヲ
積
ム
ト
モ
安
心
ナ
カ
ル
ベ
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

と
、
知
足
の
哲
理
を
説
い
て
戒
め
て
い
る
。
な
お
同
家
「
家
内
諭
示
記
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ツ
ル
　
カ
ク

　
「
水
満
ル
時
ハ
溢
ル
、
福
満
ル
時
へ
む
ｖ
知
者
ハ
満
ル
事
ヲ
欲
セ
ズ
シ
テ
、
亦
能
ク
足
ラ
ザ
ル
ヲ
補
フ
。
天
ノ
道
ハ
盈
ヲ
麓
ト
云
、

是
則
此
義
ナ
リ
、
足
ザ
ル
ヲ
補
フ
肝
要
ナ
リ
、
入
ル
喉
ヲ
計
ツ
テ
出
ス
事
ヲ
補
フ
ベ
シ
」

　
さ
ら
に
宇
佐
美
松
鶴
堂
の
「
家
訓
」
で
は
、

　
「
九
分
ぱ
た
ら
ず
、
十
分
は
こ
ぼ
る
る
と
し
る
べ
し
」

こ
れ
等
は
、
足
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
足
り
た
場
合
の
危
険
さ
を
戒
め
、
足
ら
ざ
る
を
補
う
場
合
の
方
が
安
全
で
あ
る
と
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
び

　
石
門
心
学
者
鎌
田
一
窓
は
「
雨
や
ど
り
」
の
巻
頭
に
あ
る
蛤
と
飽
の
間
答
で
知
足
を
教
訓
し
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
笑
口
張
て
笑
ひ
－
・
－
君
支
菊
位
一
牛
一
願
’
ハ
克
外
プ
や
、
雀
と
書
窪
雀
で
楽
し
み
、
大
鵬
と
な
ら
ば
大
鵬
で
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
し

む
・
蚊
の
服
と
な
り
な
ぼ
、
蚊
の
肘
に
て
た
の
し
み
、
猿
の
尻
と
成
た
ら
ぼ
、
稗
を
操
で
楽
し
む
べ
し
、
、
我
等
も
し
、
慰
斗
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
、
〕

成
ら
ぼ
拠
言
の
上
座
に
献
り
楽
ん
。
若
し
ま
た
串
貝
と
な
り
た
ら
ぼ
、
の
っ
べ
い
の
中
に
１
遊
ぼ
ん
」

　
　
　
無
理
を
Ｌ
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
二
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
二
一
四
）

　
知
足
安
分
の
哲
理
を
判
り
易
く
説
き
、
足
る
を
知
る
こ
と
の
大
切
な
こ
と
を
教
え
た
も
へ
で
あ
る
・

　
し
か
し
、
同
時
に
彼
は
、

　
　
「
足
る
こ
と
を
知
り
た
り
と
て
、
為
す
べ
き
事
を
せ
ず
、
な
る
べ
き
事
を
な
さ
ず
し
て
貧
乏
を
自
慢
す
る
人
、
…
…
是
等
は
過
ぎ

た
る
人
か
、
及
ば
ざ
る
人
歎
」
と
。
こ
れ
等
は
知
足
安
分
を
は
き
ち
が
え
た
笑
う
べ
き
人
で
あ
る
と
痛
罵
し
て
い
る
の
で
あ
る
“
為

す
べ
き
こ
と
に
精
励
し
、
足
る
を
知
る
幕
し
と
経
営
の
中
に
こ
そ
、
無
理
の
な
い
商
法
と
経
営
が
自
か
ら
生
れ
、
家
業
が
永
続
す
る

し
、
心
豊
か
な
人
生
が
送
れ
る
の
で
あ
る
。

　
商
人
生
業
鑑
に

　
「
大
黒
天
は
福
の
神
た
り
。
橋
板
に
て
作
る
が
よ
し
、
之
は
人
の
足
の
下
に
住
む
心
に
て
、
身
を
慎
し
み
、
少
し
も
高
ぶ
ら
ず
・

頭
布
は
上
よ
り
押
へ
る
心
、
上
ま
ぶ
た
を
厚
く
作
る
は
下
を
見
て
上
を
見
ぬ
心
、
米
二
俵
な
ら
で
持
た
ぬ
は
足
る
を
知
る
な
り
、
に

こ
に
こ
と
笑
ふ
は
人
愛
敬
の
心
、
分
限
よ
く
、
知
恵
か
し
こ
く
ｒ
も
、
か
く
れ
み
の
、
か
く
れ
整
に
包
ん
で
人
に
見
せ
ぬ
よ
う
慎
み
・

倦
上
の
心
な
く
、
黒
米
飯
を
食
し
て
、
春
を
た
し
な
み
、
打
出
の
小
槌
は
油
断
な
く
手
を
働
か
せ
、
蹴
ぎ
い
だ
し
、
袋
は
持
ち
た
る

も
の
片
時
も
放
さ
ぬ
用
心
と
お
も
ひ
て
信
ず
べ
し
」
と
あ
る
が
、
大
黒
様
こ
そ
、
知
足
、
分
限
、
倹
約
、
勤
勉
で
し
か
も
客
に
は
愛

敬
の
心
で
接
し
、
用
心
深
く
、
真
に
福
の
神
で
あ
り
、
商
売
の
神
様
で
あ
る
。
商
人
と
し
て
は
大
黒
様
の
よ
う
に
知
足
安
分
の
無
理

を
し
な
い
商
法
で
、
倹
約
を
守
り
、
用
心
深
く
商
売
に
励
む
よ
り
外
に
道
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
（
１
）
　
五
用
心
慎
草

　
　
（
２
）
　
向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
　
（
３
）
　
外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
定
目
」

　
（
４
）
　
宇
佐
美
松
堂
家
蔵
「
家
訓
」



（
５
）

（
６
）

向
井
家
蔵
「
天
理
定
法
次
内
活
」

右
同
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

　
○
　
分
限
を
弁
え
た
暮
し
と
経
営
に
努
力
す
べ
し

　
心
学
者
鎌
田
一
窓
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
う
ぜ
き
　
　
　
　
　
ト
．
ぐ

　
「
服
敵
忠
聞
た
る
町
家
の
人
の
（
利
欲
の
）
蹴
と
知
り
っ
つ
蹄
に
か
か
り
、
家
を
失
ひ
身
を
う
し
な
ひ
、
名
跡
の
絶
た
る
類
ひ
、
指

を
折
る
に
い
と
ま
な
し
」

と
述
べ
、
商
人
は
と
か
く
利
欲
の
誘
惑
に
負
け
や
す
く
、
無
理
な
商
売
を
し
て
、
身
を
失
い
、
家
ま
で
失
い
、
名
跡
ま
で
失
っ
て
し

ま
う
も
の
が
如
何
に
多
い
か
は
、
指
を
折
っ
て
数
え
る
に
い
と
ま
も
な
い
程
で
あ
る
と
戒
め
、
無
理
な
商
法
、
利
欲
に
迷
っ
た
経
営

を
き
び
し
く
戒
め
て
い
る
が
、
無
理
を
し
た
い
商
法
を
守
っ
て
、
家
業
の
永
続
を
図
る
た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
身
の
ほ
ど
を

知
っ
て
、
分
相
応
に
暮
し
、
分
を
越
え
な
い
よ
う
、
分
、
分
限
、
分
際
を
弁
え
て
家
業
経
営
を
行
う
こ
と
が
悌
一
で
あ
る
。
こ
の
分

を
越
え
、
分
限
意
識
を
喪
失
す
る
と
こ
ろ
に
、
無
理
と
利
欲
の
迷
い
が
牛
じ
、
無
理
な
商
法
を
し
て
、
あ
た
ら
祖
先
の
残
し
た
遺
業

を
滅
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
「
う
え
を
み
た
」
、
こ
れ
を
五
字
の
教
訓
、
　
「
み
の
ほ
ど
を
知
れ
」
、
こ
れ
を
七
字
の
教
訓
と
い
っ
て
、
家
業
相
続
の
教
訓
と
し
て
、

商
家
で
は
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
分
限
の
継
承
哲
学
で
あ
る
。
身
の
程
を
知
っ
て
分
相
応
に
暮
す
こ
と
、
家
業
を
天

命
と
観
じ
、
家
業
は
已
の
分
限
、
職
分
か
ら
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
運
命
的
な
も
の
と
考
え
、
父
祖
の
家
業
を
承
継
す
る
こ
と
は
、
老

舗
に
お
げ
る
相
続
者
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
経
営
哲
学
の
一
っ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
は
自
分
の
身
分
や
分
際
を

　
　
　
蕪
理
を
し
た
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
二
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
二
ニ
ハ
）

考
え
て
、
し
て
良
い
こ
と
か
ど
う
か
の
判
断
を
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
人
問
は
め
い
め
い
に
、
自

分
の
天
分
に
似
合
っ
た
仕
事
を
す
れ
ば
こ
そ
、
仕
事
も
う
ま
く
で
き
る
の
で
あ
る
。
他
人
の
富
の
多
き
を
み
ず
、
自
已
の
力
に
相
応

し
た
暮
し
を
す
る
こ
と
が
「
う
え
を
み
な
」
　
「
み
の
ほ
ど
を
し
れ
」
と
い
う
教
訓
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
徳
川
家
康
の
五
字
七
字
の
お
し
え
が
こ
れ
・
で
あ
る
。

　
「
東
照
宮
御
在
世
の
時
、
御
近
習
の
わ
か
き
者
に
「
汝
等
身
を
た
も
っ
に
肝
要
の
語
あ
り
。
－
…
・
五
字
に
て
い
は
父
、
う
え
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

な
、
七
字
に
て
い
は
父
、
み
の
偉
ど
を
し
れ
、
汝
等
是
を
常
に
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
上
意
あ
り
し
と
な
り
。
」

　
更
に
町
人
哲
学
を
唱
導
し
た
心
学
で
は
、
手
島
堵
庵
が
次
の
如
く
教
訓
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
た

　
「
家
業
を
専
に
し
、
解
る
こ
と
た
く
、
万
事
其
の
分
限
に
す
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」

　
さ
ら
に
中
沢
道
二
は
、

　
「
天
皇
は
天
皇
の
あ
る
べ
き
や
う
、
武
家
は
武
家
の
あ
る
べ
き
や
う
、
百
姓
は
百
姓
の
あ
る
べ
き
や
う
町
人
は
町
人
の
あ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
儒
仏
）

や
う
、
手
代
は
手
代
の
あ
る
べ
き
や
う
、
丁
稚
は
丁
稚
の
あ
る
べ
き
や
う
…
…
あ
る
べ
き
や
う
が
三
教
の
大
意
じ
ゃ
」

と
、
分
相
応
、
身
の
程
を
知
っ
て
暮
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
主
張
し
、
更
に
次
の
如
く
言
っ
て
い
る
。

　
「
恐
れ
な
が
ら
天
子
様
か
ら
、
下
万
民
に
至
る
ま
で
、
御
大
名
は
御
大
名
…
…
百
姓
は
百
姓
、
町
家
は
町
家
、
・
…
－
何
で
も
形
う

げ
得
て
生
れ
た
身
分
相
応
の
程
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
か
ら
、
其
程
々
に
応
じ
て
、
万
事
万
端
を
す
る
が
礼
、
分
限
に
過
ぎ
た
は
春
と

い
う
も
の
、
著
は
無
礼
じ
ゃ
」

と
説
い
て
い
る
。

　
其
の
身
分
相
応
に
万
事
万
端
を
処
理
す
る
こ
と
が
礼
節
に
か
な
っ
た
も
の
、
分
限
に
過
ぎ
た
行
為
は
著
で
あ
り
、
礼
節
を
欠
い
た



‘

無
礼
で
あ
る
と
ま
で
極
論
し
て
、
分
限
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。

　
同
門
の
柴
田
鳩
翁
は
そ
の
著
「
鳩
翁
道
話
」
に
お
い
て
、

「
擬
尾
起
る
所
雰
讐
弁
へ
ま
芸
こ
と
に
よ
一
て
じ
ゃ
、
分
と
は
士
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
分
ち
、
限
と
は
町
人
は
是
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
、

げ
、
百
姓
は
こ
れ
だ
け
、
職
人
は
こ
れ
丈
げ
と
み
な
夫
ぞ
れ
に
、
住
居
、
衣
類
食
物
は
申
す
に
お
よ
ぼ
ず
、
身
分
だ
け
の
限
り
カ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
　
◎
◎
◎
◎

ざ
り
ま
す
、
是
を
分
限
と
申
す
の
じ
ゃ
、
そ
の
分
限
を
過
す
所
か
ら
物
入
が
っ
よ
う
た
り
、
入
目
が
多
い
に
付
け
て
は
、
金
も
う
け

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

が
足
ら
ぬ
や
う
に
な
り
ま
す
る
」

と
、
分
限
を
守
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
、
不
足
が
生
じ
、
遂
に
無
理
な
暮
し
方
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
た
り
、
遣
義
に
は
ず
れ
た
こ
と
も
す

る
に
至
る
と
戒
し
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
桜
井
氏
は
そ
の
著
「
目
本
の
封
建
杜
会
意
識
論
」
に
お
い
て
、
こ
の
分
限
哲
学
の
内
容
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴
に
っ
い
て
次
の
如

く
五
項
目
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
い
る
。

　
第
一
、
分
際
を
守
る
、
分
限
を
弁
う
等
の
語
か
ら
直
ち
に
推
察
が
出
来
る
よ
う
に
、
各
自
の
生
活
．
行
動
の
一
定
標
準
を
越
、
”
ん
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
プ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
こ

こ
と
を
許
さ
な
い
。
分
を
越
え
る
こ
と
は
著
り
で
あ
っ
て
、
分
を
過
す
時
は
禍
が
あ
り
、
そ
の
終
り
を
完
う
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

人
に
憎
ま
れ
、
費
多
く
財
尽
き
て
武
備
を
成
す
こ
と
能
わ
ず
、
ま
た
、
支
出
が
多
く
、
金
も
う
け
が
足
ら
ぬ
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

（
利
欲
に
迷
い
無
理
な
金
儲
げ
に
走
り
、
身
を
減
ぼ
し
、
家
を
も
減
す
に
至
る
）

　
第
二
、
分
以
下
の
生
活
す
る
こ
と
を
も
認
め
な
い
。
分
に
。
及
ぱ
な
い
の
は
吝
奮
と
し
て
排
斥
さ
れ
る
。

　
第
三
、
分
を
越
え
ず
、
ま
た
分
以
下
に
下
る
こ
と
な
く
、
騎
り
と
吝
奮
と
の
中
問
を
と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
分
相
応
の
生
活
を
営
む

こ
と
が
理
想
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
二
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
二
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぐ
る
し
き
　
　
　
　
　
お
ご
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
「
雄
レ
然
分
限
不
相
応
に
吝
に
し
て
見
苦
敷
は
、
春
に
過
た
る
と
等
し
か
る
べ
し
、
其
問
を
可
二
心
得
一
寿
」

　
第
四
、
こ
れ
は
、
倹
約
と
吝
薔
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
倹
約
は
美
徳
と
し
て
称
讃
さ
れ
る
が
、
吝
薔
は
見
苦
し
い
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し

　
第
五
、
分
を
過
さ
ず
、
自
分
の
分
を
守
る
た
め
に
は
ど
ん
な
心
得
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
徳
川
家
康
の
五
字
七
字
の
訓
え
、

い
わ
ゆ
る
「
う
え
を
み
な
」
　
「
身
の
ほ
ど
を
し
れ
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
分
限
哲
学
が
老
舗
の
経
営
哲
学
、
特
に
家
業
承
継
哲
学
と
し
て
、
き
び
し
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
家
法
と
し
て
長
く
生

き
っ
づ
け
て
い
た
れ
ば
こ
そ
、
京
都
の
老
舗
は
幾
星
霜
も
永
続
し
、
無
理
な
商
法
を
取
入
れ
ず
、
無
事
長
久
に
ー
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
分
限
哲
学
が
、
老
舗
の
経
営
を
支
え
た
家
訓
の
中
に
ど
ん
な
彬
式
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
か
を
見
る
に
、
お
よ
そ
次
の
よ
う

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
向
井
家
「
天
理
定
法
家
内
話
」
に
は
、

　
「
家
二
分
限
ア
リ
、
人
二
分
量
ア
リ
、
已
二
度
ア
リ
、
分
限
度
二
過
レ
バ
、
万
事
天
然
二
凶
ナ
リ
」

と
規
定
し
、
家
．
人
．
己
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
分
限
が
あ
る
。
こ
の
分
限
を
過
ぎ
た
行
為
は
万
事
「
天
然
二
凶
」
を
招
来
す
る
も
Ｐ
で
あ

る
と
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
同
家
「
家
内
諭
示
記
」

　
「
騒
リ
利
欲
ヲ
慎
ム
ベ
シ
、
多
キ
財
ヲ
求
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
財
多
ケ
レ
バ
反
ヅ
テ
害
生
ズ
、
只
分
限
ヲ
計
テ
足
ル
奉
ヲ
知
ル
ベ
シ
」

　
　
　
　
ワ
ズ
カ

　
「
家
督
纏
ト
イ
ヘ
ド
モ
我
カ
物
ニ
テ
ハ
ナ
シ
、
悉
ク
皆
先
祖
ノ
物
ヲ
、
吾
レ
守
営
ノ
身
ナ
レ
バ
、
油
断
ナ
ク
、
家
業
大
切
二
怠
ズ



勤
ム
ベ
シ
、
勤
ム
ベ
キ
ニ
ア
リ
」

　
「
二
戸
ノ
主
ト
シ
テ
天
理
ヲ
犯
シ
騎
リ
、
栄
花
ヲ
ナ
ス
時
ハ
家
福
ヲ
我
ガ
一
生
二
取
越
シ
、
末
代
ノ
子
孫
ヲ
亡
ス
、
畏
ル
ベ
シ
、

慎
ム
ベ
キ
ニ
ア
リ
」

　
「
青
楼
翠
館
ノ
遊
ビ
、
旦
二
行
跡
ヲ
乱
ス
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
此
中
ノ
遊
女
、
溝
カ
ラ
ザ
ル
病
ア
ル
ユ
ヘ
諾
人
コ
レ
ヲ
憎
嫌
フ
ト
コ

ロ
ナ
リ
、
慎
ベ
シ
」

　
「
遊
蕩
二
陥
リ
己
ノ
財
ヲ
已
二
費
ス
事
ナ
レ
ド
モ
諸
人
ノ
手
本
ト
ナ
リ
、
亦
ハ
世
問
ノ
風
俗
ヲ
乱
ス
、
人
ノ
道
ノ
教
ノ
妨
ト
ナ
ル

ユ
ヘ
人
ノ
憎
嫌
フ
ノ
事
ド
モ
ナ
リ
、
慎
ベ
キ
ニ
ア
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎

　
こ
れ
等
は
何
れ
も
、
一
家
の
当
主
と
し
て
、
分
限
を
弁
え
て
「
家
督
纏
ト
ィ
ヘ
ド
モ
我
ガ
物
ニ
テ
ハ
ナ
シ
、
悉
ク
皆
先
祖
ノ
物
ヲ

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

吾
レ
守
営
ノ
身
ナ
レ
バ
」
と
、
身
の
程
、
立
場
を
よ
く
悟
っ
て
、
騎
ら
ず
、
利
欲
に
迷
わ
ず
、
実
直
に
暮
し
、
家
業
に
精
励
す
べ
し

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
西
村
彦
丘
ハ
衛
家
の
場
合
は
、
　
「
御
高
札
之
写
」
に
、

　
「
家
業
を
専
ら
に
し
、
燦
る
事
な
く
、
万
事
其
の
分
限
に
す
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
事
」

　
　
　
　
　
（
６
）

　
同
家
「
家
訓
」
に
は
、

　
「
五
常
之
教
能
々
相
守
リ
身
ノ
分
限
不
可
忘
事
」

と
規
定
し
、
五
常
の
教
を
よ
く
守
っ
て
、
身
の
分
限
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
し
、
家
菜
に
励
む
べ
し
と
戒
め
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
身
分
相
応
、
分
限
に
す
ぐ
可
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
は
、
分
限
を
越
え
て
は
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
消
極
的
な
意
味
だ

げ
で
は
な
く
、
分
以
下
に
下
が
る
こ
と
も
よ
く
な
い
　
　
分
限
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
二
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
二
二
〇
）

　
す
た
わ
ち
、
同
家
の
家
訓
に
、
　
「
成
丈
ヶ
質
素
に
暮
可
申
事
」
と
規
定
し
な
が
ら
も
、

　
「
定
り
た
る
事
、
世
問
一
通
り
、
身
分
相
応
の
す
べ
き
事
を
無
理
に
減
ず
る
は
あ
し
く
、
身
分
に
過
る
事
を
せ
ぬ
よ
う
第
一
の
心

得
な
り
」

と
説
き
、
身
分
相
応
に
暮
し
、
身
分
以
上
も
身
分
以
下
も
よ
ろ
し
く
な
い
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
す
た
わ
ち

　
「
身
上
に
応
じ
て
相
続
の
妨
げ
出
来
ぬ
様
に
、
割
方
を
考
え
、
以
て
世
の
交
、
義
理
、
順
義
を
勤
め
心
得
て
、
家
相
応
の
分
限
を

知
て
、
、
正
直
、
正
路
に
し
て
、
質
素
に
幕
す
べ
し
」

と
述
べ
、
身
上
に
応
じ
、
相
続
の
障
害
に
た
ら
な
い
範
囲
内
で
程
度
を
考
え
、
家
の
分
限
を
弁
え
、
世
問
と
の
交
際
、
義
理
、
順
義

を
勤
め
、
正
直
正
路
に
し
て
、
質
素
に
暮
す
べ
し
と
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
さ
ら
に
同
家
は
「
亭
主
之
心
得
」
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
「
名
跡
を
け
が
さ
ぬ
や
ふ
に
子
孫
へ
教
へ
、
先
格
を
能
く
守
り
勤
め
、
以
二
仁
義
一
人
を
召
使
ひ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

と
述
べ
て
主
人
の
職
分
を
明
確
に
し
、
っ
い
で
「
婦
妻
た
る
者
之
心
得
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
く
し
ん

　
「
第
一
に
家
相
続
を
大
切
に
思
ひ
、
身
持
を
堅
く
し
て
、
召
仕
ひ
を
懐
で
家
用
を
治
め
、
世
帯
を
賄
ひ
て
入
用
費
な
き
や
う
に
心

掛
く
べ
し
」

と
規
定
し
、
老
舗
に
お
げ
る
主
婦
の
分
限
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
の
相
続
を
大
切
に
し
、
貞
淑
に
し
て
、
慈
愛
深

く
、
家
政
の
取
締
り
を
き
び
し
く
し
て
節
約
し
、
う
ま
く
世
帯
を
切
盛
り
し
て
行
く
こ
と
が
、
婦
妻
た
る
も
の
の
務
め
で
あ
る
ど
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

て
い
る
。
　
つ
づ
い
て
奉
公
人
に
対
し
て
は
「
見
世
之
者
江
常
々
中
聞
ル
心
得
之
事
」
に
、



　
「
身
の
分
限
を
知
て
少
し
茂
駒
問
敷
義
七
間
敷
候
事
、
正
直
正
路
之
志
を
励
ん
で
無
礼
非
道
出
来
ぬ
や
ふ
相
互
に
気
を
付
合
可
二

相
勤
一
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
，
こ

と
規
定
し
、
奉
公
人
は
お
の
お
の
身
の
分
限
を
弁
え
て
、
騎
り
が
ま
し
き
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
し
、
正
直
正
路
の
暮
し
を
し
て
無

礼
非
道
な
行
い
を
し
な
い
よ
う
、
互
に
気
を
付
け
合
う
よ
う
に
と
注
意
し
て
い
る
。

　
矢
谷
家
「
家
訓
」
に
は
主
人
の
分
限
を
規
定
し
、

　
「
家
の
主
人
た
る
者
は
家
人
の
見
習
ふ
処
な
れ
ば
、
先
ず
其
身
を
正
し
く
慎
み
て
、
家
内
を
善
に
導
く
べ
し
、
親
子
、
兄
弟
、
夫

婦
の
問
、
む
つ
ま
じ
く
、
家
人
出
入
の
も
の
を
憐
み
、
恵
み
、
仮
初
め
に
も
怒
り
、
罵
署
す
る
事
な
か
れ
」

　
「
百
姓
は
格
別
博
学
に
な
る
に
は
及
ぶ
ま
じ
、
只
物
知
る
人
に
、
人
の
人
た
る
道
を
聞
い
て
よ
く
守
り
、
よ
く
行
う
べ
し
、
且
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

遊
芸
は
拙
き
が
却
て
ま
し
た
る
べ
し
。
古
歌
に
、
世
の
中
の
芸
は
下
手
こ
そ
上
手
な
り
、
上
手
に
た
る
と
家
が
へ
た
ぼ
る
、
こ
の
歌

を
よ
く
味
う
べ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
す
な
わ
ち
、
一
家
の
主
人
の
分
限
を
規
定
し
、
主
人
な
る
も
の
は
修
身
、
斉
家
、
遊
芸
に
凝
る
こ
と
な
く
、
家
業
に
精
励
す
る
こ

と
に
あ
る
と
し
て
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
美
濃
利
商
店
（
井
上
家
）
「
家
訓
」
に
は
、
　
　
　
　
　
・

　
「
前
書
認
め
置
く
利
助
、
明
治
廿
三
年
に
て
七
十
年
に
相
成
、
奉
公
中
に
遊
女
類
は
申
に
，
不
レ
及
、
料
理
屋
も
一
度
も
行
く
事
は

無
レ
之
、
以
二
御
蔭
一
、
老
年
還
暦
の
祝
も
身
分
相
応
に
致
し
、
…
…
古
稀
年
賀
の
祝
も
身
分
相
応
に
致
し
」

と
、
自
分
（
主
人
、
利
助
）
の
生
涯
を
回
顧
し
て
、
己
れ
が
職
分
に
忠
実
に
精
励
し
、
遊
興
に
手
を
出
さ
ず
、
お
か
げ
で
還
暦
の
祝
も
、

古
稀
の
祝
も
分
相
応
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
、
子
孫
に
身
の
分
限
を
守
る
こ
と
の
大
切
な
こ
と
を
教
訓
し
て
い
る
。

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
二
二
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
二
二
二
）

　
以
上
、
老
舗
の
主
人
も
婦
妻
も
従
業
員
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
伝
統
に
輝
く
家
業
を
承
継
し
「
分
を
重
ん
じ
、
分
に
安
ん
じ
て
、
そ

の
生
涯
の
生
甲
斐
は
家
業
に
有
る
、
と
し
て
戒
め
て
い
る
。
そ
し
て
承
継
者
達
も
亦
、
家
業
を
天
命
と
観
じ
、
身
分
職
分
を
悟
っ
て

動
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
奇
し
き
縁
、
運
命
的
な
も
の
と
考
え
、
　
「
家
業
第
一
、
決
し
て
他
業
に
指
を
染
む
事
勿
れ
」
　
「
父
祖
の
業

を
専
守
す
べ
し
」
と
意
識
す
る
に
至
り
、
こ
れ
が
老
舗
商
人
の
経
営
の
指
導
精
神
と
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
（
２
）
　
桜
井
庄
太
郎
著
「
目
本
封
建
杜
会
意
識
論
」
一
〇
七
頁
・
一
〇
九
頁

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

向
井
家
蔵
「
天
理
定
法
家
内
話
」

向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

西
村
彦
兵
衛
家
蔵
「
御
高
札
之
写
」

同
前
家
蔵
「
家
訓
」

同
前
家
蔵
「
亭
主
之
心
得
」

同
前
家
蔵
「
婦
妻
た
る
者
之
心
得
」

同
前
家
蔵
「
見
世
之
者
江
常
々
申
聞
ル
心
得
之
事
」

井
上
家
蔵
「
家
訓
」

六
　
一
獲
千
金
の
商
法
を
排
す

〇
　
一
獲
千
金
の
商
法
と
経
営
を
排
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

現
在
の
家
業
の
経
営
者
は
、
向
井
家
の
「
家
内
諭
示
記
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

コ
ト
ゴ
ト

「
悉
ク
皆
先
祖
ノ
物
ヲ
、
吾
レ
守
営
ノ
身
ナ
レ
バ
油
断
ナ
ク
、
家
業
大
切
二
怠
ラ
ズ
、
勤
ム
ベ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

西
村
彦
兵
衛
家
の
「
亭
主
之
心
得
」
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

勤
ム
ベ
キ
ニ
ア
リ
」



　
「
亭
主
た
る
も
の
、
其
の
名
跡
、
財
産
自
身
の
物
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
、
先
祖
よ
り
支
配
役
を
預
り
居
る
も
の
と
存
じ
、
」

　
何
れ
に
せ
よ
、
経
営
老
は
、
先
祖
の
遺
業
を
守
り
、
か
つ
相
続
し
て
、
こ
れ
を
子
孫
に
継
承
せ
し
め
ね
ぼ
な
ら
な
い
重
責
が
課
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
家
業
に
怠
慢
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
経
営
者
の
地
位
は
、
家
業
継
承
に
お
げ
る
一
時
代
を
力
走
し
、
次
代
に
こ

れ
を
伝
承
せ
し
め
ね
ぼ
な
ら
な
い
継
走
者
す
な
わ
ち
、
リ
レ
ー
ラ
ソ
ナ
ー
と
も
称
せ
ら
る
べ
き
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
家
業
経
営
に
は
危
険
な
経
営
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
獲
千
金
、
千
里
一
跳
的
た
投
機
的
商
法
Ｈ
無

理
な
商
法
は
き
び
し
く
排
斥
さ
れ
、
着
実
な
商
法
が
至
上
命
令
と
し
て
の
老
舗
商
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
と
い
、
兄
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
外
村
与
左
衛
門
家
の
１
追
作
法
」
に
は
、

　
　
・
で
■
べ
て

　
「
都
而
思
惑
買
も
の
一
切
不
相
成
侯
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
矢
代
仁
兵
衛
家
「
定
メ
」
に
は
、

　
「
博
突
並
二
勝
負
事
、
諸
相
場
事
堅
ク
戒
メ
巾
ス
可
ク
侯
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
西
川
甚
五
郎
家
「
規
定
之
事
」
に
は
、

　
「
諾
相
場
博
突
之
類
固
ク
停
止
之
事
」

　
　
　
　
（
６
）

　
同
家
「
捷
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヘ
テ
　
　
　
　
７
‘
ニ
イ

　
「
諾
勝
負
之
義
ハ
申
ス
ニ
及
バ
ズ
都
而
相
場
商
内
堅
ク
禁
制
之
事
」

　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
同
家
「
定
之
事
」
に
。
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
１

　
「
諸
相
場
一
切
禁
制
之
事
」

　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
二
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
二
十
四
巻
・
策
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
二
二
四
）

　
こ
れ
ら
の
諸
家
の
諾
規
定
は
何
れ
も
、
無
理
な
金
儲
け
を
目
当
て
に
相
場
商
い
や
勝
負
事
に
手
を
出
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
千
載
一
遇
の
好
機
だ
と
か
、
一
獲
千
金
を
夢
見
る
よ
う
た
無
理
な
商
い
に
は
、
必
ず
裏
目
に
出
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。

　
か
か
る
山
師
的
た
危
険
性
の
あ
る
無
理
な
商
法
は
、
家
法
と
し
て
厳
禁
し
、
着
実
で
コ
ツ
コ
ツ
と
商
売
の
遣
に
精
励
す
る
事
が
、

老
舗
商
法
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
が
老
舗
の
無
理
を
し
た
い
商
法
と
経
営
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

向
井
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」

西
村
彦
丘
ハ
衛
家
蔵
「
亭
主
之
心
得
」

外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
追
作
法
」

矢
代
仁
丘
ハ
衛
家
蔵
「
定
メ
」

西
川
甚
五
郎
家
蔵
「
観
定
之
事
」

右
同
家
蔵
「
淀
」

右
同
家
蔵
「
定
之
事
」

　
○
商
い
と
経
営
は
牛
の
挺
式
で
あ
れ

　
昔
か
ら
老
舗
の
商
法
は
、
牛
の
挺
の
よ
う
に
細
く
切
れ
る
事
な
く
長
く
続
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
馬
の
小

便
的
商
法
」
を
排
斥
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
．
「
馬
の
小
便
式
商
法
」
と
い
う
の
は
・
太
く
短
か
く
地
に
当
っ
て
跳
ね
返
っ
て
人
に

迷
惑
を
か
げ
る
よ
う
た
商
い
を
い
う
の
で
あ
る
。
如
何
に
大
量
取
引
を
し
て
も
、
店
の
寿
命
が
短
か
く
、
潰
れ
た
り
し
て
取
引
先
に

迷
惑
を
か
け
る
商
人
が
如
何
に
多
い
か
。
中
に
は
取
込
み
詐
歎
的
計
画
倒
産
を
す
る
悪
徳
商
人
さ
え
見
受
げ
ら
れ
る
。
老
舗
で
は
こ

の
よ
う
な
無
理
な
商
法
は
絶
対
厳
禁
で
あ
る
。



　
老
舗
は
止
直
正
賂
の
堂
々
た
る
商
法
で
信
用
を
重
ん
じ
、
地
域
杜
会
か
ら
感
謝
さ
れ
る
商
法
を
と
っ
て
い
る
。
細
く
て
も
永
久
相

続
さ
れ
得
か
の
が
老
舗
商
法
の
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
老
舗
の
商
法
は
牛
の
涯
式
商
法
と
も
い
わ
れ
、
他
人
か
ら
感
謝
さ
れ
こ
そ

す
れ
・
迷
惑
を
か
げ
る
事
は
絶
対
に
し
な
い
の
で
あ
る
。
無
理
な
商
い
を
し
、
危
険
な
商
い
を
し
て
成
り
金
に
な
っ
た
り
、
巨
利
を

博
す
る
と
い
っ
た
や
り
方
は
む
し
ろ
避
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
中
山
人
形
店
の
「
商
人
ノ
教
訓
」
第
八
条
に
、

　
「
顧
客
ヲ
接
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
常
二
愛
敬
ヲ
心
二
手
堅
ク
シ
テ
深
切
ナ
ル
ベ
シ
、
決
シ
テ
短
気
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」

と
規
定
し
・
顧
客
に
対
し
愛
敬
の
心
で
も
っ
て
応
接
し
、
親
切
で
あ
っ
て
、
　
「
商
は
笑
也
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
笑
顔
で
送
迎

し
・
短
気
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
し
め
、
気
長
く
商
い
を
す
べ
し
と
し
て
い
る
。
細
く
長
く
の
手
堅
い
商
法
を
守
っ
た
れ
ば
こ

そ
・
幾
世
紀
に
１
も
わ
た
っ
て
永
続
し
た
の
で
あ
っ
て
、
冒
険
的
大
商
人
の
角
倉
了
以
や
、
茶
屋
四
郎
次
郎
、
難
波
十
右
衛
門
の
よ
う

な
京
都
の
大
豪
商
が
、
う
た
か
た
の
如
く
名
跡
の
絶
え
た
の
を
見
て
も
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
外
村
与
左
衛
門
家
「
謹
言
」
に
、

　
　
「
人
は
一
代
、
名
は
末
代
、
家
ヲ
保
ツ
道
ハ
勤
ト
倹
ト
ニ
ア
リ
、
著
二
長
ジ
易
シ
、
慎
ム
ベ
シ
…
」

と
戒
め
・
家
業
永
続
の
道
は
騎
著
に
な
る
こ
と
を
慎
し
み
、
勤
勉
倹
約
で
つ
っ
ま
し
く
暮
し
、
決
し
て
太
く
短
か
く
と
い
っ
た
短
期

決
戦
的
な
商
法
を
と
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
細
く
長
く
し
か
も
家
業
が
絶
え
な
い
商
法
１
１
牛
の
挺
式
商
法
を
モ
ツ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

こ
の
無
理
を
し
な
い
所
に
１
永
続
の
秘
訣
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
牛
の
挺
式
商
法
を
と
っ
て
三
百
年
も
永
続
し
て
い
る
向
井
家
の
「
天
理
定
法
家
内
話
」
に
は
次
の
如
く
述
べ
て
、
細
く
長
く
絶
家

し
た
い
よ
う
家
業
を
経
営
す
べ
し
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
児
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
二
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
二
二
六
）

　
　
「
家
二
分
限
ア
ー
リ
、
…
…
分
限
度
二
過
レ
バ
、
万
事
天
然
二
凶
ナ
リ
」

と
戒
し
め
、
家
業
の
格
合
い
と
い
う
も
の
を
弁
え
る
べ
し
と
し
、
こ
の
分
限
を
過
ぎ
る
と
万
事
凶
事
が
自
然
に
生
じ
る
と
訓
戎
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
（
明
拾
八
年
）

　
　
「
其
先
祖
当
年
弐
百
回
ノ
正
当
ナ
リ
、
其
ノ
時
分
ノ
帳
面
ヲ
見
ル
ニ
此
家
二
持
チ
伝
ヘ
ノ
田
畑
、
家
督
纏
ナ
レ
ド
モ
・
今
日
ト
格

別
ノ
増
減
無
之
也
」

と
述
べ
、
創
業
以
来
二
百
回
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
二
百
年
も
遠
い
昔
の
此
の
家
の
所
有
の
田
畑
な
ら
び
に
家
督
は
僅
少
で
・
今

日
と
格
別
の
増
減
は
た
い
。

　
　
ワ
ズ
カ

　
「
纏
ノ
家
業
故
、
不
足
ナ
レ
ド
モ
、
是
ヲ
不
足
ト
云
ハ
ズ
弐
百
年
余
代
々
迄
ニ
テ
家
務
相
続
之
家
ナ
レ
バ
・
此
家
ノ
分
限
ナ
リ
」

　
わ
ず
か
の
家
業
（
酒
造
業
）
で
あ
る
か
ら
不
足
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
不
足
と
い
わ
ず
に
天
与
の
家
業
で
あ
る
と
考
え
、
二
百
年
余
り

代
々
こ
の
同
じ
場
所
で
家
業
を
承
継
し
、
経
営
し
て
永
続
し
て
い
る
家
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
わ
が
家
の
分
限
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ゼ
ツ

　
「
万
ノ
多
キ
ヲ
望
マ
ズ
、
望
ム
時
ハ
種
々
ノ
ロ
説
起
ル
者
ナ
リ
、
家
督
纏
ト
イ
ェ
ド
モ
我
ガ
物
ニ
テ
ハ
ナ
シ
、
悉
ク
皆
先
祖
ノ
物

ヲ
吾
レ
守
営
ノ
身
ナ
レ
バ
、
油
断
ナ
ク
、
家
業
大
切
一
怠
ラ
ズ
勤
ム
ベ
く
勤
ム
ベ
キ
一
ア
”
一

　
家
の
財
産
や
物
の
多
い
こ
と
を
望
ま
な
い
。
望
む
時
は
欲
望
に
は
限
り
が
な
く
、
い
ろ
い
ろ
と
｝
諜
が
お
こ
り
、
い
さ
か
い
が
起

る
も
の
で
あ
る
。
相
続
す
べ
き
家
督
は
儀
少
で
あ
る
と
は
い
？
て
も
、
こ
れ
等
は
自
分
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
悉
く
皆
先
祖
の

遺
産
を
自
分
が
守
り
、
経
営
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
身
で
あ
る
か
ら
、
家
業
に
精
励
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
戎
め
て
い
る
・

　
以
上
の
訓
戒
は
、
何
れ
も
、
相
続
す
べ
き
家
業
は
僅
少
で
は
あ
る
が
、
知
足
分
隈
の
経
営
哲
学
を
よ
く
弁
え
、
無
事
長
久
の
源
は

「
牛
の
挺
式
商
法
と
経
営
」
に
あ
り
と
し
て
、
家
産
の
多
き
を
望
ま
ず
、
　
「
細
く
長
く
絶
え
る
こ
と
な
く
」
家
業
に
精
励
し
て
来
た



　
　
　
　
（
現
在
で
は
三
百
年
余
り
）

か
ら
こ
そ
、
二
百
年
余
り
も
無
事
に
永
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
子
孫
に
訓
戒
し
て
い
る
。

　
な
お
、
　
「
牛
の
涯
式
商
い
と
経
営
」
の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
次
の
如
く
せ
よ
と
教
え
て
い
る
。

　
　
一
ト
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
ヤ
ブ
レ
（
５
）

　
「
言
ヲ
多
ク
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
、
言
多
ケ
レ
バ
敗
多
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
レ
イ
（
６
）

　
「
事
ヲ
多
ク
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
、
事
多
ケ
レ
バ
患
多
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
コ
ナ
フ
ス
ク
ナ
（
７
）

　
「
事
ヲ
分
限
ヨ
リ
控
ヘ
メ
ニ
ナ
ス
時
ハ
傷
事
鮮
シ
」

　
特
に
商
売
に
し
ろ
、
事
業
に
し
ろ
、
望
む
事
が
過
大
に
し
て
、
次
か
ら
次
へ
と
拡
大
再
生
産
の
方
式
で
拡
張
に
っ
ぐ
拡
張
で
、
功

を
焦
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
こ
に
無
理
た
商
い
方
や
経
営
が
伴
い
、
一
度
、
思
惑
が
は
ず
れ
る
と
、
放
漫
経
営
の
た
め
倒
産
の
憂
目

を
見
て
い
る
が
、
か
か
る
拡
大
放
漫
な
商
法
は
傷
っ
き
易
く
、
心
配
も
多
い
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
、
細
く
長
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
商

い
は
牛
の
涯
式
」
で
、
　
「
事
ヲ
多
ク
ス
ル
コ
ト
ナ
ヵ
レ
」
　
「
事
ヲ
分
限
ヨ
リ
控
ヘ
メ
」
に
す
べ
し
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
老
舗
が
永
続
し
得
た
の
は
、
こ
の
教
訓
を
商
い
の
上
に
生
か
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

中
山
人
形
店
蔵
「
商
人
ノ
教
則
」

外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
謹
言
」

向
井
家
蔵
「
天
理
定
法
家
内
話
」

右
同
家
蔵
「
家
内
諭
示
説
」

右
同
書

右
同
書

右
同
書

無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
（
足
立
）

四
一
　
（
二
二
七
）



立
命
館
経
済
学
（
箪
二
十
四
巻
・
碓
二
号
）

四
二
　
（
二
二
八
）

お
　
わ
　
り
　
に

　
創
業
以
来
幾
十
年
、
幾
百
年
、
祖
先
か
ら
承
け
継
ぎ
、
現
在
を
生
き
抜
き
、
更
に
将
来
の
児
孫
に
家
と
家
業
を
承
継
し
、
継
続
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
た
い
責
任
の
地
位
に
あ
る
経
営
者
は
、
　
「
自
分
の
城
は
自
分
で
守
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
」
と
い
っ
た
自
主
独
立
の
精
神

で
も
っ
て
、
如
何
に
風
雪
が
厳
し
か
ろ
う
が
、
そ
れ
に
も
め
げ
ず
、
誇
り
高
き
家
業
の
伝
統
の
中
か
ら
輝
か
し
い
未
来
の
展
望
を
切

り
拓
き
、
家
業
を
永
続
せ
し
め
ね
ば
た
ら
な
い
。
す
た
わ
ち
、
家
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
家
業
第
一
主
義
が
生
活
信
条
で
た
げ
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
家
業
を
永
世
に
伝
え
、
発
展
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
途
の
秘
訣
の
一
つ
が
老
舗
に
お
げ
る

「
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
」
で
あ
る
。
利
欲
に
溺
れ
、
無
理
な
商
法
で
不
実
不
義
を
働
い
て
金
を
儲
げ
た
の
は
よ
い
が
、
永
久

に
拭
い
切
れ
な
い
汚
点
で
「
の
れ
ん
」
に
傷
を
っ
げ
、
と
り
か
え
し
の
っ
か
な
い
不
名
誉
な
こ
と
を
し
て
い
る
経
営
者
が
如
何
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
と
ま

い
か
、
ま
こ
と
に
指
を
折
る
に
暇
が
な
い
次
第
で
あ
る
。

　
幾
百
年
、
幾
世
紀
に
も
亘
っ
て
家
業
を
永
続
せ
し
め
、
児
孫
の
繁
栄
を
望
む
た
ら
ぼ
、
今
こ
そ
、
京
都
に
お
げ
る
老
舗
の
、
こ
の

「
無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営
」
「
己
れ
に
克
ち
、
足
る
を
知
っ
て
分
に
安
ん
じ
、
身
の
分
限
を
弁
え
て
生
活
し
、
経
営
す
る
商
法
」

を
見
直
し
、
こ
れ
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
望
ん
で
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。
そ
し
て
、
京
都
に
お
げ
る
老
舗
商
法
の
特
徴
の
一
っ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
よ
だ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

る
「
商
い
は
牛
の
涯
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
長
く
長
く
家
業
の
永
続
を
図
っ
て
貰
い
た
い
と
希
う
次
第
で
あ
る
。


